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本書は県道宮城前橋線緊急地方道路整備Ａ事業に伴って、事前の発掘調査が行われた鼻毛

石赤坂遺跡の発掘調査報告書です。

今回の調査では縄文時代･歴史時代及び近現代の遺構が検出され､鼻毛石地区の歴史を解明

する上で貴重な資料を提示されたものと思います｡今後､本書が地域の歴史や文化を解明する

上での一助となれば幸いです。

最後になりましたが､調査を実施するにあたり終始ご指導､ご協力をいただきました多くの

関係者の皆様に厚く感謝の意を表すとともに､作業に携わった作業員の方々の労をねぎらい、

序にかえさせていただきます。

平成16年３月

宮城村教育委員会

教育長平林 始
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１．本i1;は、宮城前橋線緊急地方道路整備Ａ事業に伴い発掘調査を実施した鼻毛Ti赤坂Ｉ遺跡・同１１

遺跡の発掘調査報告譜である。

２．発掘調査時には「鼻毛石赤坂Ｉ遺跡」を「鼻毛石弥源司遺跡」とし、「鼻毛石赤坂II遺跡」のみを

「鼻毛石赤坂遺跡」と呼称していたが、試掘調査や発掘調査の結果、字弥源司地内よりも字赤坂

地内に遺跡の分布の中心が認められたため、本報告において遺跡名を変更する。

３．発掘調査及び整理調査は、前橋土木事務所からの委託金により実施した。

4．調査組織は次のとおりである。

群馬県教育委員会文化課専門貝矢口裕之

宮城村教育委員会事務局教育長平林始

事務局長阿久澤市郎(～平成15年３月31日）

六本木庫一(平成15年４月１日～）

主査内山信也

主圧小川卓也

５．本書の編集・執筆は小川が担当した。

６．縄文時代の石器石材の鑑定は阿久澤智利氏(宮城村役場)によるものである。

７．自然科学分析は株式会社古環境研究所に依頼し、分析結果は巻末に収録した。

８．本報告にかかる出土品・調査記録図iii及び写真等は宮城村教育委員会が保管している。

９．本普の作成にあたっては次の諸氏・諸機関より貴重な御指導・御教示を賜った。ここに記して感

謝の意を表します。（五十音順、敬称略）

阿久澤智和、杉山真二、鈴木徳雄、関根慎二、早}H勉、谷藤保彦、富田孝彦、中島直樹、

細野高伯、諸星良一、矢｢I橘之、山口逸弘、［IIT歳信

㈱古環境研究所、群馬県教育委員会文化課、（財)群馬県埋蔵文化財調査事業団、

勢多郡社会教育部会文化財分会、前橋土木事務所、宮城村役場建設課

10．発掘調査作業員・整理作業員は次の通りである(五十音順、敬称略)。

青木久子、阿久澤一郎、北爪栄子、前原栄子、吉澤乃里子

例凡

本書の挿図中の方位記号は座標北を示す。

第１図は建設省国土地理院発行１／25,000「鼻毛石」に力[1筆して使用した。

本書に掲載した遺構図・遺物図の縮尺は概ね下記の通りだが、詳細については図版中のスケール

を参考にされたい。

遺跡全体図：ｌ／1,200(鼻毛石鎌田Ⅲ。Ⅱl遺跡）遺構全体図：１／400住居杜・竪穴状遺構・

土坑・溝跡：ｌ/６０埋甕：ｌ／２０遺物実測図：】／２～１／４

事実記載中の遺物出土鎧は、接合関係にあるものは１点とカウントし、同一個体でも接合関係の

ないものはそれぞれ１点とカウントした。
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5．土製品・石器の観察表中の法量は現存値を表す。

6.図版中の表示は次のことを意味し、この他の表示については図中にその意味を記した。

【遺構平面図】●土器・▲

【土器実測図】●繊維混入

石器 【遺構断面図】

【石器実測図】

'''11111土器・鱸石器・”地山

;磨滅・磨面
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第1章調杏の概要

第１節調査に至る経絲と経過

鼻毛石赤坂Ｉ遺跡・鼻毛打赤坂II遺跡は、いずれも県道窟城前橋線緊急地方道路整備Ａ２１ｌ業に伴っ

て調査が行われたものである。平成14.15年度実施の瓢業予定地の内、試掘調査の可能な簡所を対象

に、当村教育委員会立会のもと、群馬県教育委員会文化課による試掘調査が行われた(平成14年６月１１

[1～14日)。その結果縄文時代の所産とみられる陥し穴等の巡術が検出され(鼻毛石赤坂Ijjli跡)、この

結果を受けて、同年８月l4l1に群馬県教育委員会文化課・前橋土木事務所・村教育委員会の３者によ

る協議を行い、遺構の検''１された簡所を中心に記録保存を前提とした発掘調査を実施し、調従は村教

育委員会が行うことで合意した。同年９月20日に前橋二I:木２１i務所長と宮城村長の間で埋蔵文化財発掘

調査委託契約を締結して酬業に論手し、同年12月27｢1に辺)l業を完了した。

残りの事業予定地についても前回の試掘調査と同様な体制により、平成15年２月７［1及び同年３月

l8l1～20日に試掘調査が行われた。２月に実施した試掘調在により満吐が検出されたため(1)1毛石赤坂

IIjiii跡)、３月に実施した試棚調査と併行して、群馬県教育委fl会文化課･村教育委員会の合同調査を

実施した。また上記２遺跡の整理調査は平成15年度に行うことで合意した。そして平成15年12月に前

橘土木事務所長と宮城村長との'11]で、整理調査に関する委託契約を締結し、平成15年12)]～平成16年

３１jにかけて整理調査を実施して、発掘調査報告書を刊行した。

第２章遺跡の立地と環境

節１節遺跡の位柵

群馬県勢多郡宮城付は、群馬県の中央部に誓える赤城111南施の中央に位置し、西～南西で大胡町と、

束～南東で粕111村と、北で1;｢士見村とそれぞれ接している。東西5.5kｍ・南北18.0kmで総inihI(は48.15

k,2である。標高は、赤城火111の外輪111の一つである荒111111Fj(1,571.9ｍ)を最高点として急傾斜をもっ

て南下する。三夜沢赤城iIlI社の鈍座する標高550ｍ付近を傾斜転換点として傾斜が緩やかになり、大字

ｹﾞﾄ毛石地内の宮城村役場付近で標高255.0ｍ、大字大前Ⅱ1地内の妓低点では標高180,】秘である。

宮城村の地形は､標高550ｍ付近の傾斜転換点を境として、１１１１１１による浸食がさかんに行われて急傾

斜をなす山腹部と、火砕流唯Ｗｌｉｍと火１１１麓扇状地により形成されて綾傾斜をなす111麓部とに大別され

る。火山麓扇状地を形成した河川としては、カルデラ内の小沼より流出して宮城付と粕川村の境界を

南下する粕川(粕川扇状地)や、荒'１１下から流出する荒砥111(荒砥111扇状地)があり、大穴川や芳見沢川、

；'1沢111等の小河111が開折谷を形成して、これらの河川に流れ込む。これらの扇状地の内、鼻毛石赤坂

１．１１遺跡及び鼻毛石鎌Ⅱ111.1Ⅱ遺跡はともに荒砥111扇状地に立地し、荒砥川の支流である神沢川の

右岸の台地上に占地する。

第２節周辺の遺跡

本村では、相沢忠洋氏により発見された桝形遺跡の調在をはじめとして、群馬大学尾崎研究室によ

る発掘調査や群馬県逝跡台帳作成に伴う分布調査、そして昭和62年度に行われた土地改良事業に伴う

ilj之関前田遺跡の発掘調査を皮切りに、村内遺跡発掘調在!'i業がスタートし、現在までに多くの遺跡

が次々と発見･調査されている。ここでは本遺跡周辺の歴史環境を構成する遺跡を概観したい(第１図

I 



参照)。

【旧石器時代】

旧石器時代の巡跡としては、故相沢忠洋氏により発見され、学史的にも著名な桝形巡跡（５）をはじ

めとして、苗ヶ島大畑迫跡(6)、市之関吉ヶ沢遺跡(9)、柚倉芳見沢遺跡(8)、市之|H1前、追跡（７）

等がある。いずれも旧石器時代最終末の細石器文化のjul跡である。

【縄文時代】

本村では縄文時代の巡跡が峨も多く、生活域として、また陥し穴猟を中心とした狩猟域として、本

村が活発に利川されていたことが窺える。以下時１１Mを追って代表的な遺跡を概観してみたい。

草創期の遺跡としては、爪形文土器や柳葉形の柑先形尖、器が出土しているＴＩj之IH1iMilIl逝跡(7)が

ある。

早期の代表的な逝跡としては、苗ヶ島大畑遺跡(6)や柏倉落合逝跡(8)が挙げられる。前者は、条

痕文系土器期の住居壮や炉穴・袋状土坑・染石土坑・陥し穴等が検出され、111戸下脾i式土器等の沈線

文系土器や押型文土器、熱〃烏合式～茅１１１上臓式の条痕文系土器が多量に出土している。また後者で

は、包含層遺物ながら鵜〃脇台式土器等の条痕文系土器が多jItに出土している。その他１１J之|H1前田遺

跡(7)や苗ヶ島白llI追跡(11)･同11適跡(12)等で沈線文～条痕文期の土器が少巌ながら出土している。

前期前菜のニツ木式jﾘlではｲｒ１倉芳見沢遺跡(8)等があり、該期の住居杜が検出されている。後続す

る関llI式期では､村指定史跡で学史上著名な市之関巡跡(振定名称：市之関縄文前jU1逝跡/13)や、その

南方に位置する市之関iiillljul跡(7)等があり、それぞれ住Iii}111:弊が検出されている。無浜・有尾式期

では、該期の住居｣hl2や二12坑等が検出された柏倉大沢巡跡(14)がある。

中期の遺跡としては、【|ﾘﾘ1前半～中葉の環状集落である卯毛石中山遺跡(16)がある。溺翠製の大珠

が検出された中央広場を【'1心として、土坑群が環状に配W(され、その外側に住居hkが巡る柵成をとる。

また遺跡の南半部において､盛土遺構も確認されている｡【'１期後葉の遺跡としてはTlj之lHIiiim遺跡（７）

があり、加曽利EIII～EIV式期の住居牡が24軒検出され、拠点的な集落の一つと考えられる。その他

大前田上十二過跡(17)からも【|ﾘﾘIの土坑等が検出されている。

後期になると遺跡数は減少するが、馬場東欠次巡跡(18)より、包含層遺物ながら堀之内式～加曽利

Ｂ式土器の遺物が多ﾉﾊﾞに(1)二|:している。また、Ｔｌj之IHliMiIⅡ追跡（７）や鼻毛石中111巡跡(16)からも後期

の遺物が少逓出土している。後期後半～晩期にかけての巡跡は発見されていない。

なお縄文時代の所産と見られる陥し穴は村内各地で検Ⅱ)されており、上述のWiｹﾊﾞﾙ大畑遺跡（６）を

筆頭に、苗ケ島大渕Ｉｌｌｌ巡跡(20）・苗ケ島白IlIII逝跡(12）・柏倉遺跡群（８）・柏倉相吉巡跡(23）・柏倉

下石倉遺跡(24）・柏倉大沢過跡(11）・市之関前111巡跡（７）・市之関吉ケ沢遺跡（９）.』;)毛石弥源司遺

跡(22）・鼻毛石鎌H11jul跡(19）・胤毛石中山巡跡(16)等多くの巡跡で検出されている。

【弥生時代】

弥生時代の遺跡は発見されておらず、柏倉芳見沢辿跡（８）で樽式土器片が検出されたのみである。

【古墳時代】

古蹟時代に入っても巡跡数はあまり増加しないが、［|ﾘﾘ]の祭祀遺跡であり、群賜り,(指定史跡である

植石遺跡(35)では、手ｌｌｊｌねﾆﾋ器や滑石製模造品等の祭祀巡物が豊富に出土している。また古斌として

２ 
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９：市之関吉ケ沢週跡10：柏、大沢11遺跡１１：苗ケバBI41IIIjfl跡１２：苗ケ島白lllII遺跡

１３：市之関遺跡１１：ｲrln大沢適跡１５：柏倉殿林遺跡１０：鼻毛石中山遺跡

１７：大前田上十二遺跡１８：11;場來矢次遺跡１９：鼻毛１i飯Ⅱ１１遺跡２０：苗ケ島大畑11週跡

２１：十文字遺跡２２：鼻毛{i弥源可遺跡２３：柏ｎｉｌｌ吉週跡２１：柏六下石倉遺跡

２５：拍倉新井橋遺跡２６：IllmHiD)適跡２７：NIl2227適跡２８：Nll2228遺跡２９：Nn2229jfl跡

３０：Nm2230遺跡３１：Nm2236jjli跡３２：No2237遺跡３３：Ｎｉ〕2239遺跡３４：NU2250遺跡

３５：極石遺跡３６：白IIl11f晩３７：新ＩｌｌＩ．Ⅱ号坑３８：i1rh1敷古M１３９：一本水土師遺跡

１０：苗ケ島片並木遺跡１１：lhh2238遺跡４２：Ｎ12251遺跡

第１図鼻毛石赤坂適跡と川辺の週跡

３ 



は、白山古墳(36）・新山１．１１号境(37）・古屋敷古墳(38)があり、いずれも小古墳ではあるが、白１１１

古墳では佐波理鋺や和同開珠・蕨手太刀等の特異な遺物が出土している。

【奈良・平安時代】

奈良・平安時代になると遺跡数は若干ながら増加し、再び生活域・生産域として本村が利用される

ようになる。集落遺跡としては、市之関(柏倉)十文字遺跡(21)や市之関前田遺跡（７）・苗ヶ島片並木

遺跡(40)等があり、いずれも９～10世紀を中心とした集落である。また市之関(柏倉)十文字遺跡は、

付近で小金銅仏が表面採集されているなど、その集落の性格に特異性が見られる。その他一本木土師

遺跡(39)でも住居杜１軒が検出されている。生産牡遺跡としては、県内の生産力上遺跡の先駆的調査と

もなった、村指定史跡の苗ヶ島片並木遺跡(指定名称：片並木製鉄跡/40)があり、製鉄炉や住居吐等が

検出されている。また柏倉芳見沢遺跡（８）でも炭窯２基が検出されている。

【中近世】

中近世の遺跡としては市之関前田遺跡（７）があげられ、中近世の所産と見られる堀跡・溝跡や近世

の掘立柱建物跡等が検出されている。また村内数箇所で城跡・砦跡等が発見されている。

引用・参考文献

群馬県教育委且会１９７３「群馬県遺跡地図」

群馬県教育委員会1991「柏倉大沢遺跡」

群馬県史編さん委員会1986「群馬ﾘﾑ史資料編２原始古代２」

群馬県史編さん委員会１９８８「群馬ﾘﾑ史資料編１原始古代１」

群馬県史編さん委員会１９９０「群馬県史通史編ｌ原始古代ｌ」

群馬県埋蔵文化財調査覗業間１９９２「年報11」

群馬県埋蔵文化財調査事業団１９９３「年報12ｊ

宮城村誌編集委員会１９６６「宮城村の古境」
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宮城村１９７３「宮城村誌」

宮城村教育委回会１９５４「市之関遺跡ｌ

宮城村教育委員会１９８１「桝形遺跡調査報告詩」
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宮城付教育委員会１９９４「苗ケ島大畑週跡」

宮城村教育委員会１９９６「鼻毛石中山遺跡」

４ 



名

鼻毛石赤坂ｌ遺跡Ｂ区鼻毛石赤坂ｌ遺跡Ａ区

□
垣
一
・
車
中
Ｉ
Ⅱ
エ
ー
１
１
－
１

□
ぬ
一
・
画
ｍ
Ｉ
Ｍ
ヱ

…0」

□
ご
戸
。
函
、
Ｉ
Ⅱ
二

二
国
一
・
画
唖
Ｉ
Ⅱ
エ

Ｍ
Ｈ
 

…0」

ロ
マ
一
口
芭
蚫
Ｉ
Ⅱ
エ

二
戸
一
口
『
ぬ
Ｉ
Ⅱ
ニ
ー
Ⅱ
１
０
－
０

ｉ
ｈ
 

１１± 

X=４９’０２０ X=49.230-

§;蕊

10士

卜〃

Ｐ２ 

町UｍＯX=49,220- X=49,010-

レー、
6士

X=49.210- X=49.000 

鼻毛石赤坂11遺跡 X=48,990-

四
の
｛
、
口
中
Ｉ
Ⅱ
二
日
１
１

□
西
一
・
画
、
Ｉ
Ⅱ
シ
■
１
１

￣ 

ＣＤ 

-

房

Ⅲ 
＞ 

X=48,745」

□
ト
ー
・
ロ
、
ｌ
Ⅱ
一

叩
吟
｝
・
国
幻
Ｉ
Ⅱ
一

甲
西
一
口
西
中
Ｉ
Ⅱ
二
１
１
１

己

乱 ④ ④ 

ｈ
Ⅱ
 

X=4８，９８０ 

○ 
ﾖ国 A区

１２± 

X=48,740-

'17土１９
９土

⑥ 

争

玲《；３

X=48,735 

X=4８．９７０ 
基本土層 里地点

X=48,730 

＝旧石器時代試捌坑

｢０ 
１mｍ 

第２図鼻毛石赤坂Ｉ遺跡・同、遺跡遺構全体脚



第３章鼻毛石赤坂遺跡

第１節調査の力法

①鼻毛石赤坂｜遺跡

調査は、まず重機を使川して表土除去を行い、その後ジョレンがけにより遺構検出・プランの確認

につとめ、土層観察用のベルトを設定して各遺構の調査を行った。なお縄文時代以降の調迩終了後、

|Ⅱ石器時代の文化層の有無を確認するため、試掘坑を設定して遺物の検出に努めたものの、該期の遺

物は検出されなかった(第２図)。

遺跡の記録図面は、過術の尖測図はＳ＝ｌ：２０，調ilj;区の全体図はＳ＝１：100で作成した。なお測

jI(にあたっては国家座標1X系に準拠したl0mxlOnlのグリッドを設定して行ったが、グリッド名は付

さなかった。遺構の記録写真は35ｍのモノクロ・カラースライドの２種類のフイルムを川いて逐次撮

影を行った。

②鼻毛石赤坂Ⅱ遺跡

調査は重機を使)ilして表｣:除去を行い、ジョレンがけによる過構検出・プランの確認後、各遺構の

調在を行った。遺跡の記録[刻iiiiはＳ＝１：２０ないしｌ：３０で作成したが、測量にはグリッドを設定せ

ず、任意の基準杭を設置して行った。遺構の記録写真は35mmのモノクロ・カラースライドの２種類の

フィルムを用いて撮影を行った。

第２節基本麻序
0 

鼻毛石赤坂Ｉ遺跡Ｂ地点にて基本土層を

確認した。試掘調査時の所見とあわせて作

成した基本層序を第３図に示す。

Ｉ層褐灰色土層で、耕作土である。

Ⅱ層黒褐色士層で、白色軽石・黄色軽

石粒(浅間Ｃ軽而)を多ｈｔに含む。

IⅡ層いわゆる淡色熟ボク士である。

IV1蘇いわゆる黒ポクニ|:である。下層に

ゆくにつれて色調がややlﾘ]るくな

る。

Ｖ臆燈褐色ローム厨で、少吐の黄色軽

石粒と多量の白色軽石粒が混在す

る。

Ⅱ 

50ｍ 

Ⅳ 

Ｖ 

lOOdn 

節３１．鼻毛石赤坂遺跡基本上川

７ 



第３節鼻毛石赤坂Ｉ遺跡の遺構と遺物

本遺跡の調査区は南北２地点に分かれており、便宜上北側の調査区をＡ区、南側の調査区をＢ区と

する(第２図)。Ａ区一Ｂ区間は直線距離にして180ｍ程離れている。検出された遺構はＡ･Ｂ両区で土

坑21基、ピット４基である。なおＢ区北側は耕作による撹乱が著しい。

第１項縄文時代の遺構と遺物

本遺跡では遺物は検出されなかったものの、その形状や穫土の観察より縄文時代の所産と見られる

遺構が検出されている。士坑はその形状から陥し穴状土坑と円形上坑とに分けられる。

Ａ陥し穴状土坑

第２号土坑(第４図）

位置一Ａ区北東隅に位置し、第３．４号土坑に隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好。覆

土一暗褐色士を基調として自然堆積を示す｡規模･形状一主軸方向はほぼ南北方向にとる。長軸140cm・

短軸101cmを測り、平面形は開口部が情１１１形、底面が隅丸長方形を呈する。深さは103cmを測り、底面

は平坦である。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を呈する。

第６号土坑(第４図）

位置一Ｂ区中央部に位置し、第15号土坑に隣接する。また南東方向約12ｍのところに第７号土坑が

ある。重複関係一なし。遺存状態一良好。覆土一暗褐色土を基調として自然堆菰を示すが、第10.

11号土坑と同様に、非常に締まりが強く硬質である。規模･形状一主軸方向は北西一南東方向にとり、

長軸168ｃｍ・短軸129cmを測る。開口部は楕円形、底面は隅丸長方形を呈する。深さは98cmを測り、底

面は中央部に向かって若干くぼむ。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を呈する。

第７号土坑(第４図）

位置一Ｂ区中央部東側調査区壁際に位置する。北西方向約12ｍのところに第６号土坑がある。重複

関係一なし｡遺存状態一南西壁を－部撹乱により切られる。また東壁上面は崩落している｡覆土一暗

褐色上を基調とし、自然堆積を示す。規模・形状一主軸方向は北東一南両方向にとる。上述のように

東壁上面は崩落しているが、長袖はおよそ155ｃｍ・短軸は106cmを測り、平面形は開口部・底面とも隅

丸長方形を呈する。深さは116cmを測り、底面は平坦である。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱

状を呈する。

Ｂ円形土坑

第10号土坑(第４図）

位置一Ｂ区北東部に位置する。北西方向約11ｍのところに第11号土坑がある。重複関係一なし。遺

存状態一耕作による撹乱が著しく、遺存状態は悪い。覆土一暗褐色士を基調として自然堆積を示す

が、第６．１１号土坑と同様に、非常に締まりが強く硬質である。規模．形状一攪乱によりその規模や

形状は判然としないが、長軸約110cm･短軸94cmを測り、平面形は円形を呈すると考えられる。底面中

央には浅い楕円形のピットが掘り込まれ、このピットに向かって底面は若干くぼむ。深さは89cmを測

る。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を呈する。

８ 
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ｌ瓜褐色土：&漣り゜蛤性あり。ややら、のＩＣ色ヒプ,】.ノクを含む。

２昭褐色上：締まり・飴ttあり。少11の【Ｊ－/､位．BHuのローノ､ブロック．

多且の努色士プロソクを含む．

３蹄蜀色七二繕きり・蕗性あり．やや⑱趾の１７－人Ｉ妙微1Aのロームプロプク．

やや多量Ｏ縄公十プロワクを含む。

O曙褐色上：吟上り・皓性あり。多ｎのローノ､F1・少且のロームプロノクを含む書

５覇掲色上：袴上り・堕性あり。ごくち型の【,－ﾉ､ｏＪ伍凸のロームプロフクを含む．

６曙褐色上：袴より・鮭性あり。ごくち且つ【J＿ムリ２．やや多■のロームプロプク

を含む。

了翰褐色上：締まり・粘性あり。少Ｗ〕【ノー/､１２．やや多段のロームプロプクを含む。

６輪褐色ｔ二籍士り・粘性あり。ごく鯵H1の【】--ﾉ､!…多UNのロームプロプクを含む。

９鏑褐色上：締まり・粘性あり。ロームゾ[】ツタＭＩ。

10鏑褐色上：締まり・粘性あり。多DKのﾙｰﾉ､0h．徴且のロームプロックを含む。

１１輪褐色ｔ：締まり・粘性あり。ごくちｕのい＿/､1k．少舐のロームプロックを含む。

WW5土坑十Ｅｕ目明(Ａ・Ａ１

ｌ輿褐色土：締まり・粘性あり。やや９趾の【１－ﾉ､ﾘｾを含む。

２輪褐色上：締上り・粘性あり。少亜のローム１ｈ．0MhＷ)K2－人ブロック．多段の

褐色上ブロックを合い

３賭尚色士さ締きり・粘性あり。ごくら＆のKj-/､1ｈ．少１１，ロームプロックを含む。

４崎褐色ｔ§轄詮り・粘性あり。少ｕのｌＪ－/､位を含む。

５崎鰐色士：鱒きり・轄性あり。多１Aのロームリルやや多ｎｎロームプロプクを含む。

６昭褐色ｔ：縛多り゜lL:性あり．多IRDローノ､１２ｔ念じ。

７晴褐色士含縛ゑり・粘性あり。ややｇｕの[９－/､02及びロームプロフクを含む。

貝電褐色上：袴エリ・粘性あり．やや＄ｎつローノ､0妙伝q1つロームプロックを含む。

９亀褐色上；精より・粘性あり。ロームプUjフクｌＩＩ．

ＩＣ電福色上：鰭まり・粘住あり。ゃやら、の【'一人0kを含む。
11蹄褐色土：袴きり・鮎性あり。ごくDHAの【,－/､０２ｔ含む。

１２畷褐色上：袴より・粘性あり。争以のLj-/､oⅡ。GaUlの[フームプロックを含む。

'３曙褐色上：締まり・粘性あり。３ｍの【１－人I抄ごくち1Aのロームプロソクを含む。
１０鏑褐色ｔ：緒逸り強。粘住あり。やや弘ｕの【J－ムリ[を含む。

第６母上峨土■醜明(Ａ・Ａ）

１１１１】測色化：Ｉ躯り麓。隅性あり。少、の褐色士プ【ルノクを内⑪。

２DiilU3色ｔ：Ｏ郡り強。粘性あり。やや多H1の褐色上プ!】ワクを念〃。

３暗褐色上：１５２り強．粘性あり。多量の褐色上プロフクを内む゜

０噺褐色ｔ：１８ﾒﾜ強。粘性あり。少量のＤ－ＡＷｈぴ【アーノヅ:,フク

．やや多■の褐色士プロフクを含む。

５輪測色ｔ：１９２リ強動路性あり。多且の褐色士プ[Jフクも含む。

６吋測色ｔ：Ｉ；２ワ強。粘性あり。ロームプロプク１体。

了則褐色ｔ２Ｉ郡り蓋。粘性あり。やや多旦のロームプ【)フクを含む。
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兇10号土坑土■説明(Ａ・パ）

Ｉ崎褐色上：締まり強。粘性あり。微以の蝿色ﾋ
ﾌﾟﾛｯｸを含む．

３略勢色士：袴まり蓑。粘性あり。少Ｈの''一人

ブロック及び褐色上ブロックを合け．

３啼剤色七二袴まり強。粘性あり。やや多ｕの

褐色土プロソクを含む。

０爾鴻色上：鰐より鐘・粘性あり。褐色上

プロプク主体。

５曙褐色上：簿禽Ｄ遙悠性あり．多旦の【'--/、

ブロック及び褐色上プロフクを含む．

第11号土坑上層脱調(Ａ・Ａ,）

ｌ褐色士：締まり強。粘性"jり゜勢、の１，－人1ｔ
を含む。

２暗褐色土：締まり強。1Ｍtあり。少Ｈの'７－/、1k

及び褐色上ブロックを含む．

３暗褐色土：締まり強。賂付あり．多政の[J－人位

及びロームプロプクをnqj、

０暗褐色士：籍まり差。鮎性〃，り゜【ﾘｰﾉ.プ【ルノク

笠体．

P-L=266.80m 

２ｍ ０ 

第４図第２．６．７．１０．１１．２１号土坑
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第11号土坑(第１図）

位置一Ｂ区北端部の中央に位置する。南東方向約11ｍのところに第ｌＯｌＪ｣己坑がある。重複関係一な

し。遺存状態一耕作による撹乱が著しく、遺存状態は悪い。覆土一階褐色士を基調として自然堆積

を示すが、第６．１０号土坑と同様に、非常に締まりが強く硬質である。規模・形状一撹乱によりその

規模や形状は判然としないが、長軸約90ｃｍ・短軸80cmを測り、平面形は１１形を呈すると考えられる。

北側に幅狭の段を持ち、底面は南側に向かって若干傾斜している。深さはI6cnlをＩＨＩる。壁miは外傾し

て立ち上がり、断面形は箱状を呈する。

第21号土坑(第４図）

位置一Ａ１>（【|】央部に位置し、第１号土坑と重複するが、その切り合い関係は不Iﾘjである。遺存状態

一第１号土坑と切り合い、崩落もみられるが、遺存状態は概ね良好である。覆土一暗褐色上を基調

とする。規模･形状一長軸lO7Cm･短軸約90cmを測り、南東雌及び北東雌はけi落しているものの平面形

は}'１形を里すると琴えられる。深さは69cmを測り、底面は南側にｌｆﾘかって鵜干傾斜している。壁面は

直立して立ち上がり、部分的にオーバーハングしており、断irIi形は若干袋状を呈する。

第２項近現代及び時期不明の遺構と遺物

Ａ長方形上坑

本遮跡では長方形の平面形と箱状の断面形を持ち、長軸方向は東西方向にとる土坑が４基検出され

ている。Ａ区で３基、Ｂ区で１基である。地元の方々から話を伺ったところ、作物を貯蔵するために

このような形状の土坑を多く掘ったとされ、終戦後に多く掘ったという(地元では「イモガマ」と呼ば

れる)。またMH土も表土と同様な褐灰色上を基調としているため、ここではこのような形状･覆土を持

つ土坑を近現代の貯蔵穴として捉えた。なお遺構確認面をlVhiの下Ⅲiにしたため本来は検出された以

上の数の長方形士坑が存在していた可能性も考えられる。

第３号土坑(第５図）

位置一Ａ区北東部に位間し、第４号土坑に隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好｡覆土一褐

灰色｣:を雑調とする。規模･形状一東西方向に長輔をとり、長軸]80cI11･短軸66ＣｌⅡをiⅡリリ、平面形は長

刀形を呈する。深さは25(mを測り、底面は平坦である。壁面は外傾して立ち上がり、断面形は箱状を

呈する。

第４号土坑(第５図）

位置一八区北側中央部に位置し、第３．５号土坑に隣接する。重複関係一なし。遺存状態一西側を

トレンヅに切られる。覆土一褐灰色土を基調とする。規模・形状一東西ﾉj向に長軸をとり、長軸規

模は不Iﾘ}だが第３号土坑と同様l80cnlほどと考えられる。短軸は61cmを測り、平面形は長方形を呈する

と考えられる。深さは13ｃｍを測り、底面は西側に向かって端干傾斜している。壁面は外傾して立ち上

がり、断ini形は緬状を呈する。

第５号土坑(第５図）

位置一Ａ区北西部に位置し、第４号土坑に隣接する。重複関係一なし。遺存状態一西側を切られる。

領土一褐灰色｣Zを基調とする。規模・形状一東西方向に長軸をとり、長軸規棋は不lﾘjだが第３号土

１０‐ 
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鯖12号土坑十ご睨明(Ａ・Ａ'）

lwi幡色上：袴より・粘性あり。少、の【ソームプ１Ｊツケ

及び褐色土ブロックを含む。

２負褐色上：拷云り・鮎性あり。ローノ､プ'）ツタＭ$．

３節褐色土二締去り・粘性あり。褐色上プロプクＭ仏。

６兒鰯色士：篭ユリ・珪性あり。多蛍のロームプt,フク

を含む｡

５繭褐色上：鱈まり・鮎性あり．シ政のローム12及び

褐色士プロフクを含む． Ｐ.【=270.7ｍ

２戸０ 

第５図第１．３．４．５．１２．１３号上坑

坑と同様180cmほどと考えられる。短軸は57cmを測り、平i､形は長方形を呈すると考えられる。深さは

３cmを測り、底面は東側に向かって若干傾斜している。壁iiIiは外傾して立ち上がり、断irli形は箱状を

呈する。

11 



第13号土坑(第５図）

位置一Ｂ区中央部西壁際に位置する。重複関係一第14号土坑と重複するが切り合い関係は不明であ

る。遺存状態一良好。覆土一褐灰色上を基調とする。規模・形状一第３～５号士坑と同様に東西方

向に長軸をとるが、Ａ区の長方形土坑に比べて規模は大きく、長軸293cm･短軸は87cmを測り、平面形

は長方形を呈する。深さは21cmを測り、底面は西側に向かって若干傾斜している。壁面は外傾して立
ち上がり、断面形は箱状を呈する。

Ｂ倒木痕

倒木痕と見られる落ち込みはＢ区を中心として多く検出されている。第１．８．９．１２．１４～20号

士坑がこれに該当する。またピットとしたものも植物の根によるものと考えられる。本報告ではこれ

らのうち第１．１２号士坑を取り上げる。

第１号土坑(第５図）

位置一Ａ区中央部に位置し、第21号士坑と重複するものの、切り合い関係は不明である。規模・形

状一長軸方向は不明だが、短軸87ｃｍ・深さ42cmを測り、平面形・断面形とも不整形を呈する。底面に
は凹凸がみられる。

第12号土坑(第５図）

位置一Ｂ区南西部に位置し、第17.19号土坑に隣接する。規模・形状一長軸373ｃｍ・短軸345cmを測

り、平面形は不整円形を呈する。深さは110cmほどを測り、底面には凹凸がみられる。断面形は不整形

を呈する。

第４節鼻毛石赤坂Ⅱ遺跡の遺構と遺物

本遺跡は既存道路をはさんで調査区が東西２地点に分かれており、便宜上東側の調査区をＡ区、西

側の調査区をＢ区とする(第２図)。本遺跡で検出された遺構は溝ｶﾋ３条である。Ａ区で１条、Ｂ区で

２条検出されている。１１層上面を遺構確認面として調査を行った。

第１号溝(第６図）

位置一Ａ区東側に位置し､南北方向に走向するが､調査区中央部にて若干西にふれる。重複関係一な

し。遺存状態一良好｡覆土一晴灰色土を基調とし、下層には礫混じりの砂層が堆積している。規模・

形状一幅は37～56cm、深さは11～22cmを測り、断面形は逆台形を呈する。底面の標高は北から南に向

かって低くなる｡なお底面には溝を掘削する際の工具痕と見られるピットが掘り込まれている｡遺物

一北端部底面近くにて自然礫1点が検出された。

第２号溝(第６図）

位置一Ｂ区中央部に位置する。重複関係一策３号溝と重複し、調査時の所見ではこれを切っている

と考えられた。遺存状態一良好。覆土一暗灰色土を基調とし、下層には礫混じりの砂層が堆積して

いる｡規模･形状一蛇行しながら東西方向に走向する｡満上面の幅は現状で60～98cmを測るが､100～l20

cnlほどであったと推測される。深さは26～33cmを測り、断面形は「Ｕ」字状を呈する。底面の標高は

西より東に向かって低くなる。遺物一溝東側下層にて、酸化焔焼成の土器のｕ縁部片１点が検出さ

1２ 



第２．３号溝第１号溝
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第６図第１～３号瀦吐

れた゜備考一本溝hl:は自然流路と考えられる。

第３号溝(第６図）

位置一Ｂ区中央部に位置する。重複関係一第２号溝と重複し、これに切られていると考えられる。

遺存状態一良好。覆土一暗灰色土を基調とし、下層には礫混じりの砂層が堆積している。規模・形

状一東西方向に走向する。溝上面の幅は不明だが100cmほどであったと推測される。深さは約30cmほど

1３ 



で、断面形は「Ｕ」字状を呈する。遺物一なし。備考一策２号満と同様に本iMihl:も自然流路と考

えられる。

第５節まとめ

脚毛石赤坂Ｉ遺跡では細文時代の所産とみられる附し穴状土坑３基と円形土坑３基が検出されてい

る。本遺跡で検出されたこれらの土坑の特徴を列挙すると、陥し穴状土坑は、①|)M1三I部の平面形は楕

円形ないし隅丸方形を呈し、②底面の平iI1i形はいずれも隅丸長方形を呈する。③いずれの陥し穴状土

坑も底面にはピットはみられない。円形土坑は、①規模約１ｍ、②深さ45～90cmほどで、③いずれの

平面形も円形を呈する。第21号土坑は部分的に断mi袋状を呈する。また第１0号二k坑の底面には楕円形

の浅い掘り込みが見られる。なお円形土坑の機能・川途は不Ｉﾘjである。

これらの土坑の概土は大きく２種類に分けられ、①締まりがあるもの(第２．７．２１号土坑)と②締

まりが強く硬質のもの(第６．１０．１１号土坑)とに分けられる。また色調はいずれもlWf褐色を基調とす

るが、②の概土の色調は①の避土の色調に比べて悲干Iﾘ1るい。これらのような締まりや色調等の特徴

は、①が基本土瞬IV1fj｣2.''１位のものに、②が同IVllbi下位のものにそれぞれ近似することから、これ

らの覆土の相違は時期差と考えたい。このような仮定の下に立てば、本遺跡は繩文時代にも複数次の

利用が想定され、活発にこの場所を利用していたことが伺える。また周辺地域では生活域の存在も推

測されよう。

鼻毛石赤坂Ⅱ過跡では３条の満杜が検出された。第２．３号満は自然流路と考えられるが、第１号

満については底面にみられる工具痕から人為的に掘り込まれたものと考えられる。その所凪時ｌＵ１につ

いてであるが､第１～３号満はいずれも筏lll1Bテフラ(Ａｓ－Ｂ)ブロックを下層に含むI1Fiの下位にて検

出され、１１屑以下を掘り込んでつくられていた。しかしこのテフラもプライマリーな状態ではなく二

次的な堆菰と考えられ、所Ｉｊｉ時期は古代より新しい時)ﾘIの可能性もあるため、ここでは古代～中世の

所産と捉えておきたい。周辺地域の遺跡としては－本木｣:師逝跡で奈良時代の住居九|:１件が検出され

ているのみで、本地域の古代以降の様相は判然としないのが現状である。

今回の調査では検出された巡構数や遺物薮も極めて少なく不【ｿ}な点も多いものの、本地域における

縄文時代及び古代～[１１世における本地域の様子の一端を垣MI1見ることができた。今後周辺地域の調査

が進展してゆくにつれて、この地域の様相も少しずつIﾘ]らかになってゆくと考えられる。



第４章鼻毛石鎌１１１遺跡

第１節調査の方法

調在にあたっては、同家座標1Ｘ系に準拠した５ｍｘ５ＩｕＩのグリッドを設定した。グリッド名は、各

過跡毎に、南北方向ではAfl・Ａｂ～Ａｔ・Ｂａ・Ｂｂ～Bt．Ｃ【l…のように大文字アルファベット＋小文字

アルファベットを組み合わせて設定し、東西方向では１．２．３…のように算用数字を川いて設定し

た。そして北西コーナーの仇をもって呼称した。従ってグリッド名は（大文字アルファベット＋小文

字アルファベット）－(Ｙ軸状の算川数字)、Ａｒ－３のように表現した。このように、それぞれの調査

区に対して同様なグリッドを設定したため、鼻毛石鎌[}111巡跡のＡ(１－１と鼻毛石鎌'１１Ⅱlift跡のＡ(１

－１が存在することとなる。

調査は、まず重機を便川して表土除去を行い、その後ジョレンがけにより遺構検出・プランの確認

につとめ、上層観察川のベルトを設定して各遺構の調在を行った。

遺跡の記録図面は、遺柵の突測図はＳ＝１：２０を基本とし、必要に応じてＳ＝１：10の詳細図を作

成した。また、調査区の全体図はＳ＝１：４０で作成した。

遺構の記録写真は、３５mmのモノクロ及びカラースライドの２種噸のフイルムを用いて、逐次撮影を

行った。

なお各調査区は発掘調査時には名前を付さなかったが、便71:｣:の理由から、鼻毛石鎌lI111jfl跡につ

いては北からＡ区。Ｂ区.Ｃ区、鼻毛石鎌[l]IⅡ遺跡についてはａｌｘ・Ｉ)区.ｃ区と調査区名を付した

(箙８．２０図参照)。

また本遺跡の性格やその内容をより具体化させることをI1的として、鼻毛石鎌HⅡⅡｉｉｉ跡においてテ

フラ組成分析及び植物珪駿体分析を行った。なお分析対象地点は、ａ区B11汁18グリッド内の來駿(地点

①)及びｂ区Ｃｅ９グリッド内の西壁(地点②)である。分析結果報告は第５章に掲載した。

、『寸十

第２節雑木)ibll了

１ 鼻毛石鎌田111遺跡調査|X内の地点②の土層柱状図を基に、㈱古環境

研究所による自然科学分析を参考にして作成した、木過跡の基本層序

を第７図に示す。鼻毛Ti鎌}Ⅱ過跡において検出されたのは縄文時代以

降の遺構・遺物であるため、ここではローム層より上位の11W序につい

て記すことにする。詳細については第５章を参照されたい。

２ 

３ 

４ 

５ 

臓
臓
瞬
臓
胴
臓
胴

１
２
３
４
５
６
７
 

暗褐色土層。いわゆる表土である。

暗褐色土層。波IlllBテフラ(ＡＳＢ)を含む。

黒褐色土屑。滕名ニツ岳渋川アフラ(IIT､ＦＡ)を含む。

黒褐色上l蘭。波ＩｌＩ１Ｃ軽石(ＡＳＣ)を含む。

褐色上層。いわゆる淡色懇ポク土である。

暗褐色土1筒。いわゆる照ポク土である。

ローム層。

６ 

７ 

第７図鼻毛石鎌田遺跡基本｣:＃１

1５－ 
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第３筋鼻毛石鎌11111遺跡の遺柵と逝物

第１項調査の概要

今回の調査の結果、細文時代中期の住居ｶﾋ１軒・土坑1基・埋甕１基、縄文時代早｣０１～後jU1の遺物

包含層が検出された。住居｣１１１:と土坑はいずれもＢ区北端部の標高239ｍ前後の台地上に、また埋甕はＣ

区南端部の標高235ｍほどの台地上に、それぞれiii独で占地している。また遺物包含11,1はＡ区～Ｃ区に

かけて検出されているものの、Ａ区南部～Ｂ区及びＣ区南部に集中している傾向が瓢え、主体となる

時期は中期後半である。なお'１１石器時代及び弥生時代以降の巡織や遺物は検出されていない。

第２項住居ｈｌ：

第１号住居辻(第10図）

位置一Ｂ区北側､Ｂｆ～Bg-(－１)～Ｏグリッドに位1Kける｡南に向かって緩やかに傾斜してゆく台地

上に占地し、標高は約239.0ｍ程である。また北側約７ｍほどのところには第１号土坑がある。重複関

係一なし。遺存状態一住居hl:北半を撹乱に切られており、逝存状態はあまり良好ではない。規模・形

状一平面形はほぼ円形を呈し、径4.8～4.9ｍほどを測る。深さは南半部でＯ～９cm、北半部で６～１５

cmを測る。住居杜に沿って川満が全周し、床iiiからの深さは９～16cmほどである。柱穴一住居祉内

に15基(Ｐ１～Ｐ15)、住居hl:周辺に８基(Ｐ16～1,23)のピットが検出されたものの、主柱穴配個は不

明である。炉祉一住居hl:【|'央にて検出された。床UliをjlMり窪めた地床炉である。北半を捌乱により

切られているものの、長軸約140cm･短軸73cmを測り、平面形は楕円形を呈するとみられる。１１１央部に

は上半部を欠いた深鉢(第10図１）が正位に据えられており、この炉体土器周辺に焼土の分布がみられ

た。遺物一土器５点・石錐１点を図示し得た。なお住居111:周辺で出土した遺物も木住居』11:出土遺物

として取り扱う。

出土遺物(第10図）

１は胴部上半を欠#ける深鉢である。胴部ui'位が若干くびれ、胴部下半がわずかに膨らみを持って

すぼまる器形を呈する。２条１対の隆補を垂下させて６１１ｔ位に縦位区画し、区画内は隆辮による対弧

文と蛇行懸垂文を交互に配す。地文には単節RLMlM文を縦位施文する。２～５は胴部片である。２は

沈線を横位に施し、地文に蝋節ＲＬ縄文を縦位施文する。３は数条の沈線を縦位に施し、地文として

単節斜縄文を施す。４は縦位の細沈線を施し、iii節ＲＬ繩文を斜位に施文する。５は地文のみで、無

節Ｌ縄文を横位施文する。６は黒色安山岩製の平基無茎鱗で、先端部を欠損する。

第１表第１号住居h1:出二ｋ石器観察表

第３項土坑

第１号土坑(第11図）

位置一Ｂ区北西隅､Ｂｅ－(－１）グリッドに位iｒける。また南側で第１号住居九ｔに隣接する。重複関係

1８－ 

図,版帝号 麺蚊 布イイ 災さ((､） 鯛(c､） 厚み(c､） jlUtt(Ｋ） 備二け

節１０図６ 石鱗 ﾉⅡ色安llItui 2.4 1.7 0.6 1.8 先端部欠拙。
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６輔褐色上：やや軟貢。篤士・炭化物を含(J(いの円い．
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第１号土坑土屈賎謁(Ａ・Ａ･）

ｌ扇測色土：霊<ﾄﾗよりあり。［リームプt'フクを命じ．

２歸概色tg1hiに扇する２８、ややt2-ムプt)ツタを多趾'二命じ。
３罰iq3色ｔｚ２ｈｉより更にロームプnJフクを多1Aに含む．

８罰縄色土二１照～３Ｍ'二億ぺてやや砂iTotJ-AIZ･Ｉ;干刀践化杓を含む。
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０１０［丘

トー－－コ

第11図第１号土坑及び同}''二１２巡物

一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色上を基調とし、自然堆蔵を示す。規模・形状一平面

形はほぼ円形を呈し、後80cmほどを測る。深さは約45cn1を測り、断面形は箱状を呈する。遺物一打

製石斧１点が出土し、これを図示し得た(第11図１）。

出土遺物(第11図ｌ）

１は黒色頁岩製の打製石斧である。尾部のみが残存する。

第２表第１号土坑出土石器観察表

第４項埋巍

第１号埋甕(第12図）

位置一Ｃ区南東隅､Ｃｉ－(－４）グリッドに位置する。重複関係一なし｡遺存状態一良好である｡規模．

形状一平面形はほぼIﾘ形を呈し、径35cmほどを測る。深さ及び断面形状は不明である。遺物一深鉢

１点が正位の状態で柵えられており、これを図示し{(｝た(第12図１）。

出土遺物(第12図ｌ）

ｌは口縁部～底部まで巡存する深鉢である。器形はキャリパー形を呈し、口縁部は５』ii位の波状縁

である。口縁部直下には無文ｲ|}を有し、その下端は口縁部に沿って施された太沈線により区画される。

胴部は沈線により、「Ｕ」ないし逆「Ｕ」字状に区画される。区画内には単節RLjmU文を施し、無文帯

直下は横位、これ以下は縦位施文される。

第５項遺物包含肘

Ａ・分布の概要

本遺跡では遺物包含Ⅳiが検l{lされている。その出土j1tは巡物収納箱で約15箱に及び、不適跡出土遺

物の大半を占める。上述の通りＡ区～Ｃ区にかけて巡物が分布しているものの、Ａ区南半部～Ｂ区全

体及びＣ区南半部に架【|jしており、特にＡ区南部のＡｑグリッド付近に濃密に分布している。出土遺物

－２０－ 

図轍番号 題緬 ＴｉＩイ lとさ((､） 幅(dT1） 厚み((､） HUYt(Ｉ!） 傭冒ヴ

第１１回Ｉ 打製石斧 色Ｉ〔Ｖ｝ ７．５ 5.8 ２．１ 125 尼部のみ残存。
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としては土器・土製,Ｈ１・石器等があり、早期～後期の資料が出二こしているが、［lWI後半の資料が最も

多く、包含層出二'二巡物の主体を占める。後期iiii半～後期中葉のiff料がこれに次ぐものの、中１０１後半の

ihi料の出土壁に較べると少鼓である。その他JTljU1IIi葉～後半･【|ﾘﾘ1中葉の資料も縦かに出土している。

各時期の遺物の分布状況を見てゆくと、早』ﾘ]のihi料は遺物包含川全体に散在して出土している。中期

【'１菜の資料はＢ区にてまばらに検出されているのみである。包含屑遺物の主体である中期後半の資料

は､遺物包含liW全体に分布がみられる。後期前半～後期中葉の溢料はＢ区全体に分布しているものの、

Ｂ区南部のＢｋ～B､グリッドにやや染中する傾Ｉｲﾘが通える。なおiiiJ91の資料は|{'二I:していない。

Ｂ・週物(第13図～第19図）

①土器(第13図～第17図１～100）

１～18は早期の土器である。鼎101[|】葉沈線文系｣2器や早期後紮条痕文系土器が出土している。（11土

jItはあまり多くない。ｌ～３は鼎IU1中葉の所産で、いずれも同一(111体である。底部から丸みを持って

立ち上がり、胴部上半で屈曲部を持ち、若干内祢しながらＩ)M<器形を呈するとみられる。口唇部形状

はjYI頭状を呈する。口縁部～l7illlll部を文様帯とし、口縁部直下には沈線を横位に巡らせて文様粥の上

端を区画する。文様帯内は、貝殻腹縁文を充坂した集合沈線による山形文を施し、部分的に２に見ら

れるような渦巻文（？）を施す｡1ii1lIl1部以下及び内面にはナデ調整を施す｡胎土には砂粒を多斌に含む。

10を除いた４～18は内外iiiに条痕文を施す土器で、早期後半の所産である。１０以外いずれも胎二上に

は微最の繊維を含む。４は内削ざ状の口唇部を有し、細隆線による「い」字状等の幾何学文を施し、

太沈線を充填する。区画文の交点を中心に刺突を施す。５．６は刺突を伴う細隆線を３条垂下させて

文様帯内を縦位区画していると見られ、５は縦位区画内に施された幾何学状区画文内に太沈線を充喚

していると考えられる。また６は下半に耐'ＩＩＩ部が見られる。７．８は内削ぎ状の口唇部を有し、口唇

部外側には刻みを施す。口縁部ｉｌ[下には偏狭の無文滞を持つ。［=1縁部文様帯はその上端を太沈線によ

り区画し、文様帯内には太沈線による襟状を基本とした区画文を施すが、文様柵成はやや崩れた印象

を受ける。区画文内には太沈線を充填し、区画文の交点には刺突を施す。９はI|'位に届１Ｍ1部を有し、

lmllll部上には沈線を巡らせ、部分的に刻みを施す。屈曲部の上位には沈線による幾何学文を施し、そ

の交点には刺突を施す。１０は摩滅が著しく、内外面とも条痕文は見られない。刺突を伴う沈線を横位

に数条施す。文様柵成より早期後半の所産と捉えたが～異なる時jﾘ1の所産の可能性もある。１１は２条

１対の沈線を横位に巡らせ、その上位には同様の沈線による山形文を施す。下半には緩やかなliilllllが

見られる。１２～18は内外面に幅広で粗雑な条痕文のみを施す胴部片で、いずれも器形上の凧ＩＭＩは見ら

れない。

１９～68は中期の土器である。１９～21は中期中難の所産である。１９は頚部で括れて、内湾してI){1<器

形を塁する口縁部片で、口唇部内面には稜が見られる。口縁部文様帯は、上端を２条１対の沈線によ

り、下端を隆帯により区画し、文様滞内には沈線による楕円状の区画文を施す。胎土には雲母及び砂

粒を含む。２０は、両脇に２条１対の沈線を沿わせた断面三角形の隆補により、斜位・横位・縦位の連

続した文様を施し、文様の内0(Ｉには三叉文を施す。地文にはi1l1かい単節ＬＲ細文を施す。２１は底部片

で、単節ＲＬ純文を地文とする。２条１対の隆柵を韮下させ、沈線による斜位・弧状の文様を施す。

底面には網代痕を有する。

２２～68は[Ｉｊ期後半～末葉の所産である。上述の通り道物包含liti全面より出土し、出土遺物の主体を

Iliめる。２２は口縁部～胴部中位の復元個体で、キャリパー形の器形を呈する。陸ｲ|fないし沈線により

口縁部・頚部・胴部の各文様ｲ'１Fが区画される。Ｉ]縁部文様帯には、背割り陸ｲlfによる渦巻文を４１１ｔ位

ほど配し、同様の隆帯による弧状文によりそれぞれが連結される。弧状文の下端には３個ljii位の棒

－２２－ 
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第13図包含層出化十器①

状短隆帯を貼付する。頚部文様帯には波状沈線を１条横位に巡らせる。胴部文様帯は２条ｌ対の沈線

を垂下させて縦位区画し、区画内には沈線による蛇行懸垂文を１条垂下させる。地文は斜位の条線文

である。２３は内湾して開く口縁部片で、背割り隆帯により弧状に連結された渦巻文を施し、渦巻文よ

り同様の隆帯を垂下させる。撚糸Ｌを地文とする。２４は波状を呈する口縁部片で、ロ縁部直下には４

条１単位の沈線を横位に巡らせた文様帯を有す。以下は渦巻文を施した突起を付し、突起部からは、

背割り隆帯による弧状文や懸垂文を施す。弧状区画内は縄文を地文とし、突起部脇に沈線による｢Ｕ」

字状の文様を施す。２５はキャリパー形の器形を呈し、背割り隆帯や４条ほどを１単位とする沈線を横

位に巡らせて、口縁部・頚部・胴部の各文様帯を区画する。口縁部文様帯内は背割り隆帯により楕円

形等に区画され、区画内には矢羽状の沈線を充噸する。頚部は無文帯とし、胴部には数条を１噸位と

－２３－ 
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する沈線を垂下させる。頚部以下は単節ＲＬ縄文を地文とする。２６は波状を呈する、縁部片で、内湾

して開く器形を呈する。上下に隆帯を巡らせて口縁部文様帯を区画する。波頂部下には、頂部に渦巻

文を施した舌状の突起を有し、隆帯により弧状に連結される。隆帯による区画内には縦位・斜位の沈

線を充填する。２７は波状を呈する口縁部片で、波頂部には環状把手を有するとみられる。把手下端よ

り背割り隆帯を口縁部に沿って弧状に巡らせ□縁部文様帯の上端を区画する。区画内には斜位の沈線

を充填する。28は波状を呈する口縁部片で､波頂部には眼鏡状突起を有す｡突起部側面には円孔に沿っ

て沈線を環状に巡らせ、口唇部上に施した沈線に連結させる。、縁部文様帯内は、隆帯により楕円状

に区画され、区画内には沈線を充填する。２９は波状を呈する口縁部片で、波頂部下は突起状に肥厚す

る。波頂部には渦巻文を施し、口縁部直下に巡らせた沈線に連結する。口縁部文様帯は内側に沈線を

沿わせた隆帯によりその上端を区画する。文様帯内には沈線による弧状の文様を施し、沈線を充填す

る。３０は口縁部片とみられ、下端には屈曲部が看取される。口縁部文様帯内には背割り隆帯により弧

状に区画され、区画内には沈線による渦巻文を施す。弧状区画文脇にも沈線による小渦巻文を施す。

31～35は口縁部～頚部破片である。３１は背割り隆帯により「I縁部文様帯を区画しているとみられる。

区画内には斜位の沈線を充填し、頚部には単節ＲＬ縄文を斜位施文する。３２は刻みを施した隆帯によ

り楕円状に区画し、区画内にも３条の洗練を楕円状に巡らせる。楕円区画中央には交互刺突文を施す。

33は半裁竹管による刺突を施した隆帯を巡らせて口縁部文様帯の下端を区画し、文様帯内には、同様

の隆帯により、縦位・弧状の区画文を施す。区画文内には交互刺突文を施す。頚部は無文である。３４

は隆帯により口縁部文様帯の下端を区画し、文様帯内には交互刺突文を施す。頚部は単節ＬＲ縄文を

地文とし、沈線による蛇行懸垂文を１条垂下させる。３５は背割り隆帯により口縁部文様帯の下端を区

画し、文様帯内には、半歓竹管による「Ｕ」・逆「Ｕ」字状の刺突を交互に施す。頚部は無文である。

38は膨らみを持った胴部から頚部でくびれ、外反して開く器形を呈するとみられる。口縁部は二重口

縁で、６～８単位ほどの波状縁とみられ、波頂部には台形状の突起を持つ。口唇部～突起部側面には

沈線を巡らせる。突起部上面及び突起下部には、周囲に沈線を環状に巡らせた円孔を有する。突起部

前面には、突起部下部に穿たれた円孔を挟むように、端部が渦巻状を呈する斜位の沈線をl対施す。

突起部間には、突起部を連結する弧状の沈線を１条施す。突起部直下には２条ｌ対の隆帯を垂下させ

る。地文は施されない。３９は波状を呈する口縁部片で、隆帯により楕円状の区画文を施し、区画内に

は単節ＲＬ縄文を横位施文する。４０は口縁部～胴部中位の復元個体で、キャリパー形の器形を呈する。

口縁部は４単位の波状縁とみられ、口縁部直下には幅狭の無文帯を有する。無文帯直下には隆帯を巡

らせて、その下端を区画する。胴部上半には隆帯により「Ｕ」字状文を、胴部下半には逆「Ｕ」字状

文をそれぞれ施す。いずれも区画内には単節ＲＬ縄文を縦位施文する。４１は内湾する器形を呈する、

縁部片で、、縁部直下には幅狭の無文帯を有する。無文帯直下には隆線を巡らせてその下端を区画す

る。この腫画線より隆線を短く垂下させ、胴部上半に施した隆線による弧状文と連結する。地文は斜

位施文した単節ＬＲ縄文である。４２．４３は波状を呈する口縁部片で、内湾して開く器形を呈する。口

縁部直下には棒状工具による円形刺突を施し、胴部上半には沈線による弧状の区画文を施す。縄文を

地文とし、区画内は無文である。４４．４５は胴部片で、撚糸Ｌを地文とする。いずれも２条１対の隆帯

を垂下させるが、４５の隆帯には刻みを施す。４６は撚糸文を地文とし、隆帯による蛇行懸垂文を１条垂

下させる。４７は半裁竹管腹を用いた３条］対の沈線により、逆「Ｌ」字状等の幾何学文を施す胴部片

で、斜位施文した単節ＲＬ縄文を地文とする。４８は撚糸Ｌを地文とし、３条ｌ対の沈線を横位に施す

胴部片である。４９は数条の沈線を横位に巡らせ、３条ｌ対の沈線を垂下させる。沈線の交差部には逆

「Ｃ」字状の刺突文を施し、地文は縦位施文した単節ＲＬ縄文である。５０は２条１対の沈線を垂下さ

2５－ 
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せて縦位区画し、縦位区画内には同じく２条１対の蛇行懸垂文を垂下させる。地文は縦位施文した単

節ＲＬ縄文である。５１は斜位施文した単節ＲＬ縄文を地文とし、３条ｌ対の沈線を垂下させる胴部片

である。５２は、縦位施文した単節ＲＬ縄文を地文とし、３条ｌ対の沈線を垂下させて縦位区画し、区

画内には沈線による蛇行懸垂文を１条垂下させる。５３は縦位施文した単節ＲＬ縄文を地文とし、沈線

を垂下させて縦位区画し、区画内に蛇行懸垂文等を施す。５４は斜位施文した単節ＲＬ縄文を地文とし、

沈線による弧状の文様を施す。55.56は沈線を垂下させて縦位区画し、縄文帯と無文帯を交互に持つ。

無文帯には沈線による懸垂文を垂下させ、縄文帯には単節ＲＬ縄文を縦位施文する。５７．５８も沈線を

垂下させて縦位区画し、縄文帯と無文帯を交互に持つ。縄文帯にはいずれも単節ＲＬ縄文を縦位施文

する。５９は胴部中位で括れる器形を呈し、上半には沈線による弧状文を、下半は逆「Ｕ」字状文を施

す。区illli文内には単節ＲＬ縄文を施す。下半の文様間には蕨手状の懸垂文を垂下させる。６０．６１は沈

線による「Ｕ」字状ないし逆「Ｕ」字状の文様を施すもので、区画文内にはいずれも単節ＲＬ縄文を

縦位施文する。６２．６３は底部片である。６２は撚糸Ｌを地文とし、３条ｌ対の沈線を垂下させる。６３は

数条１単位の細沈線を垂下させて縦位区ililL、区画内には同じく細沈線による蛇行懸垂文を施す。地

文は縦位施文した単節ＲＬ縄文である。６４は大型の鉢形土器とみられ、底部より直線的に開き、胴部

上半で強く内湾して開く器形を呈するとみられる。地文は施されず､隆帯による曲線的な文様を施す。

３６．３７．６５～68は浅鉢形土器である。３６．３７．６５．６６は膨らみを持つ胴部から頚部で括れ、外反して

開く器形を呈する。３６は屈曲部に隆帯を巡らせ、その直上には交互刺突文を巡らせる。３７も屈曲部に

隆帯を巡らせ、以下は縄文を地文とし、隆帯及び沈線による文様を施す。６５．６６は無文である。67.

68は胴部片で、６７は屈曲部上位に沈線による弧状文等を施す。６８は無文である。

６９～100は後期の土器である。後期前半～中葉のもので、後期初頭や後期後半のものはみられない。

69は底部片で、底部より大きく開いて立ち上がる器形を呈し、集合沈線による対弧状の文様を施す。

70は波状を呈する口縁部片で、波頂部には耳朶状の突起を持つ。突起部側面には円形刺突及び短沈線

を施す。刻みを施した口唇部直下には、刻みを施した細隆線を横位に巡らせる。また口縁部内面には

沈線を１条巡らせる。７１は平縁の口縁部片で、口縁部内面には沈線を１条巡らせる。外面には刻みを

施した隆線を１条巡らせ、以下は沈線による直線的な区画文を施し、区画内には単節ＬＲ縄文を充填

する。７２も平縁の口縁部片で、口端部は内折する。口縁部直下には斜位の刻みを施した細隆線を１条

巡らせる。以下は沈線による直線的な区画文を施し、単節斜縄文を充填する。７３も平縁の口縁部片で、

口縁部内面には１条の沈線を巡らせる。、縁部直下には２条１対の沈線を横位に巡らせ、以下は沈線

による弧状等の幾何学文を施す。区画文内には単節斜縄文を充坂する。７４は平縁の口縁部片で、口縁

部直下で若干内湾して開く器形を呈する。口唇部は外削ぎ状を呈する。口縁部直下には沈線による直

線的な文様を施し、単節斜縄文を充填する。７５～78は沈線により曲線や直線等の幾何学状の区画文を

施す胴部片で、いずれも単節ＬＲ縄文を充填する。７９は波状を呈する'二I縁部片で、口唇部は外削ぎ状

を呈する。外面は口縁部直下に無文帯をもち、以下は数条の沈線を横位に巡らせる。内､iには隆線及

び沈線を横位に巡らせる。８０は内湾して開く器形を呈する口縁部片である。口唇部には小突起を有し、

突起部及び突起部直下には沈線による弧状文を施す。また口縁部直下には２条１対の沈線を巡らせて

縄文帯とする。８１．８２は波状を呈する、縁部片で、内面に施した稜で内折して開く。８１は波頂部に環

状を呈する突起を有し、突起中央には''１孔を施す。口縁部～胴部上半にはiii節ＲＬ縄文を充填した数

段の縄文帯を有し、波頂部下には弧状の区切り文を施す。８２は波頂部に斜位の刻みを施した突起を有

す。口縁部直下には斜位の刻み列を充填した平行沈線を施して、突起部に連結させる。その直下には

三角形等の幾何学文を施す。以下は単節ＬＲ縄文を充填した縄文帯を施す。８３は口縁部直下にて内折

－２８－ 
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して開く器形を呈する口縁部片で、口唇部には突起を付す。ロ縁部直下には幅狭の無文帯を有し、屈

曲部には単節ＬＲ縄文を充填した平行沈線を巡らせ、以下は対弧状の縄文帯を施す。８４．８５は直線的

に立ち上がる胴部片で、数条の沈線を横位に巡らせた縄文帯を有し、８４の縄文帯内には「Ｕ」字状の

区切り文を、８５の縄文帯内には２条ｌ対の弧状の区切り文を、それぞれ施す。以下は無文である。８６

は胴部中位に括れを持ち、外反して立ち上がる器形を呈する胴部片で、沈線による弧状等の縄文帯を

数段有し、対弧状の区切り文を施す。８７は鉢形土器の口縁部片で、内面の口縁部直下には５条１対の

集合沈線を横位に巡らせ、３条ｌ対の集合沈線による円形文に連結させる。円形文の中央には焼成前

の穿孔を施す｡外iI1iはケズリ調整である。８８は内湾して開く器形を呈する鉢形土器の口縁部片である。

、縁部は波状を呈し、口唇部には斜位の刻みを施す。内面及び外面の口縁部直下には１条の沈線を横

位に巡らせ、外面は沈線直下に刻み列を持つ。以下は４条１対の集合沈線による縄文帯を横位に巡ら

せ、縄文帯直下には同様の集合沈線による弧状の縄文帯を持つ。８９は内湾して開く鉢形土器で、口縁

部直下に斜位の刻みを充填した平行沈線を横位に巡らせる。以下は数条の沈線を横位に巡らせた縄文

帯を有す。９０も内湾して開く鉢形土器で、口唇部は内削ぎ状を呈する。口縁部直下には幅狭の無文帯

を有し、無文帯直下には横位の刺突列を充填した平行沈線を横位に巡らせる。以下は刺突を充填した

平行沈線を横位に巡らせる。９１．９２は若干内湾して開く口縁部片で、９１の口唇部は丸みを帯びた角頭

状を、９２の口唇部は丸みを帯びた外削ぎ状を、それぞれ呈する。口縁部直下には幅狭の無文帯を有し、

指頭圧痕を施した隆帯によりその下端を区画する。９１は以下に数条の沈線を横位に巡らせた縄文帯を

持つ。９３は若干内湾して立ち上がる口縁部片で、櫛歯状工具による条線文を斜格子状に施す。９４は胴

部片で、櫛歯状工具による条線文を弧状等に施す。９５は平縁の１J縁部片で、内面の口縁部直下には沈

線を１条巡らせる。外面には単節ＬＲ縄文を横位施文する。９６は胴部片で、胴部下位が張り出し、胴

部中位で括れて、外反して開く器形を呈する。胴部上半～括れ部には揃節ＬＲ縄文を横位施文し、以

下は無文である。９７は口縁部片で、内外面とも粗雑なケズリ調整を施す。９８～100は底部片で、いずれ

も底面には網代痕を有す。また98.99は底部面上で括れ、底面は若干開いて底部に至る器形を呈する。

②土製品(第18図101）

101は板状土偶の腹部～腰部片で､胴部上半及び脚部を欠損する｡前面には集合沈線による菱形文を、

側面及び背面には集合沈線による矢羽状文を施す。

第３表包含層出土土製品観察表

③石器(第19図102～121）

包含層出土の石器は、土器の遺物量に較べて少量であるが、スクレイパー・磨製石斧・打製石斧・

棒状石製品が出土している。打製石斧の出土量が最も多く、スクレイパーがこれに次ぐ。スクレイパー

はいずれも黒色頁岩を石材とした小型のものである。磨製石斧は１点で、刃部のみ残存する。打製石

斧の石材は黒色頁岩が最も多く、デイサイトがこれに次ぐ。形状には短冊形･嬢形･分銅形等がある。

－３０－ 

図版番号 種類 １２ざ(m'） 幅(c､） 厚み(〔ITI） 重量(９） 備考

第18図101 土偶 ５．７ 6.0 ２．０ 7３ 胴部上半及び脚部欠損。
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第４表包含層出土石器観察表

囮ロー；濡閨

田用､■配正■四百四
ｍ刃珂■■■

第４節鼻毛石鎌田Ⅲ遺跡の遺椛と遺物

第1項調査の概要

今回の調査により、竪穴状遺構１基及び陥し穴や倒木痕等の土坑25基が検出された。竪穴状遺構は

ｃ区北東部の､南東方向に入っている埋没谷に向かって緩やかに傾斜してゆく、標高243.4ｍほどの台

地上に占地する。また陥し穴は５基検出され、いずれもａ区内に散漫に分布している。平面形は隅丸

長方形ないし楕円形を呈し、第２．３．４．２１号土坑は底面に１基のピットを持つものの、第７号土

坑は底面にピットを持たない。また今回の調査区内からは､道構内･遺構外とも遺物は検出されなかっ

た。このため各遺構の帰属時期については、その多くは縄文時代の所産と考えられるものの、判断の

付きかねるものもある。

この他２カ所で地割れ痕が確認されており、いずれもａ区で検出されている。－カ所はａ区中央部

の、Ｂｋ～Bn-16～18グリッドにて確認され､蛇行しながら北西一南東方向に走向する。もう－カ所は

ａ区南端部の、Ｂｓ～Cb-12～１３グリッドにて検出され、南北方向に延び、途中で分岐して南南東及び

南南西方向にそれぞれ走向する。これらの地割れ痕の形成時期については不明である。またｂ区北端

部からｃ区南東部にかけて埋没谷が検出されている。ｂ区北端部から中央部を抜けて、ｃ区南東部を

－部かすめるようにして南北方向に埋没谷が入っている。

－３２－ 

図版番号 樫緬 石材 長さ(c､） 幟((､） 厚み((､） Ⅲ戯(Ｋ） 備考

第19図102 スクレイパー 」l(色ｒ〔岩 ６．４ 4０ 1２ ２６ 完形

第 9図103 スクレイパー 黒色if〔岩 ５ 【ｊ０ 1.9 ０．６ 6.9 完形。

銅 9図104 麟製石斧 不明 ５ ６ 3.4 2.0 ２０ 刃部のみ残存。

第 9回105 打製石澤 ）ＡＩ色ｒｉ岩 ５ ３ 4.5 10 ３３ 完形。

jｉ１ｉ 9図106 打製石斧 泥岩 1１ ６ 4.5 １．６ ７８ 完形。

第 9図107 打製イ１斧 デイサイト １１ ５ 5０ 2.1 ’ 一、 完形。

第 9図108 打製石芹 '１１色ｒＩ岩 11 ９ 5.5 ２８ 1５１ 完形。

第 9画109 打製石斧 無色頁岩 ８ ７ 4.8 １．４ ７７ 完形。

鮒 9画110 打製石斧 デイサイト 1０ 』 4.5 Ｌ６ 1０４ 完形。

第 9図111 打製石斧 ！Ⅱ色頁岩 ７ ９ 4.2 12 4７ 刃部一部欠111。

第 9図112 打製石斧 砂岩 ９ ３ 4.3 １５ ５３ 刃部一郎欠捌。

鋪 9図113 打製石斧 無色頁岩 10 4.7 1.5 ８７ jAj部一部欠lil。

鋪 9図114 打製石斧 デイサイト 1２ ０ 4.0 1.9 109 尾部欠ｉＭ。

第 9図115 打製石斧 処色ｒＩ岩 【Ｉ ３ 3.7 １８ 7０ 刃部欠掛。

鋪 9図I】６ 打製石斧 黒色Ｊ１岩 ６ ７ 4.7 1.8 6２ 刃部欠ｌＭ。

第 9図117 打製石斧 不明 11 4.3 ２．４ 1,10 i11i端部欠捌。

鰯 9図118 打製石斧 頁岩 ７ 4.2 1.5 5９ 刃部を欠扣か？

第 9図1１９ 打製石斧 泥岩 【Ｊ■ ６ 4-0 1.6 6５ 刃部を欠捌か？擦痕あり。

第 9図120 打製石斧 硬蘭砂岩？ 1０ 6.8 ２．５ リ
ー 完形。分銅型。

第 9図121 棒状石製品 緒OWI片岩 1３ ４ 4.4 1.6 1３７ 完形。
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第２項竪穴状遺構

第１号竪穴状遺構(第22図）

位置一ｃ区北側の東壁寄りの、Ｃｐ～Ｃｑ－５グリッドに位置し、標高は243.4ｍ程である。また北側

で第11号土坑に、南側で第１２．１３．１５号土坑に隣接する。重複関係一なし。遺存状態－概ね遺存状態

は良好である。規模・形状一束半が調査区外にあるため、全体の規模・形状は不明だが、現状で長軸

３ｍを測り、平面形は不整形を呈する。深さは北壁で11cm、西壁で８cm、南壁で５Cl]uを測る。柱穴

一道構内に９基(Ｐ１～Ｐ９）のピットが検出されたものの、その配置は不明である。炉ｉｌＬ－検出さ

れなかった。遺物一なし。

第３項土坑

第１号土坑(第23図）

位置一ａ区北側のBb--l9グリッドに位置する。また北側で第９号士坑に、東側で第10号士坑に、南

側で第２号土坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一黒褐色上及

び褐色士を基調とする。規模．形状一平面形はほぼ円形を呈し、径300cmほどを測る。深さは約110ｃｍ

を測り、断Mi形はllll状を呈する。遺物一なし。備考一本土坑はその形状や覆土から倒木痕と考え

られる。

第２号土坑(第23図）

位置一ａ区北側のBd-20グリッドに位置する。また北側で第1.10号土坑に、南側で第３号土坑に

それぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色土を基調とし、自然堆

菰を呈する。規模･形状一長軸137cm･短軸107cmを測り、平面形は、束壁に張り出し部を持つものの、

開口部・底面ともほぼ隅丸長方形を呈する。深さは約90cmを測り、断面形は箱状を呈する。底面はほ

ぼ平坦で、中央部にて径15ｃｍ・深さ52cmを測るピット１基が検出された。遺物一なし。備考一本

土坑はその形状や覆土から陥し穴と考えられる。

第３号土坑(第23図）

位置一ａ区中央部北寄りのＢ[-18グリッドに位置する。また北側で第２号土坑に、南側で第４号士

坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色土を基調とし、自

然堆積を呈する。規模・形状一長軸179ｃｍ・短軸119cmを測り、平面形は、開口部は楕円形を、底面は

隅丸長方形を呈する。深さは約96cmを測り、断面形は箱状を呈する。底面はほぼ平坦で、中央部にて

径18ｃｍ・深さ35cmを測るピット１基が検出された。遺物一なし。備考一本土坑はその形状や麹士

から陥し穴と考えられる。

第４号土坑(第23図）

位置一ａ区中央部のBh-17グリッドに位置する。また北側で第３号土坑に隣接する。重複関係一な

し。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色上を基調とし、自然堆積を呈する。規模･形状一長軸122

ｃｍ・短軸82cmを測り、平而形は、開口部・底ihiともに情}'１形を呈する。深さは約87cmを測り、断面形

は箱状を呈する。底面には若干の凹１１１１が見られる。底面南側にて径・深さと614cmほどを測るピット

１基が検出された。遺物一なし。備考一本士坑はその形状や覆土から陥し穴と考えられる。

３４ 
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、＞
第１号竪穴状nMＪ'十回睨明(Ａ・（）
】表上

２暗褐色上：硬く締まりあり。粘性なし。白色位紅径０５～３ｍ)を多Ｕ、黄色範子

（径0.5～２ｍ)を少量含む，

３暗褐色士：締まりあり。粘性なし。白色唖子(径0,5～３mm)を部分的に少1A、ローム
粒(ＩＹＯ５～１ｍ)を微旦に含む。

↓亀ＩＣ色土十褐色上：締まりあり。粘性なし。、－ム粒(径05～３ｍ)及びローノ、

ブロック(径５～30ｍ､）を全体に含む。

５第褐色士：締まりあり。粘住なし。白色粒子(径０５～２mm)を少亜、ローム粒(径

0-5～４ｍ)を微1kに含む。

６鏑褐色上：締まりあり。粘性なし。白色粒子(ｉｆＯ５～１mm〕を少量、ローーム粒(径

０．５－１１ｍ)を微1kに全体に含む。

７諸褐色上：締まり・粘性なし。ローム粒(径0.5～２ｍ)及び白色・黄色位ｆ〔艀０５

～５ｍ)を少般今体に含む仁の土軒からin撚蘭士)。

８鯖褐色上：締まりあり。粘性なし。白色・黄色粒ｆ(径0.5～２画)を全体に、ｒｊ－ム

粒(径05～Ｉｍａ)を少量含む。

９暗褐色ｔ：締まりあり。粘性なし。白色・黄色粒子(径05～５ｍ)を多itに、ローム

粒(ｌｖＯ５～５ｍ)を全休に含む。

１０暗褐色土：締まりややなし。粘性だし。白色・黄色純子（径05～３噸）を少量、径

１～３〔mI1どのブロック状に純まったローム位を含む。

１１褐色上：締まりあり。粘性なし。黄色位ｒいs-YID：征0.5～10mm)を多吐、白色位

子を極微■、ブロック状に甑まったロームを含む。

１２暗褐色士目締まりあり。粘性なし。白色・黄色粒子(径0-3～３０m〕を全体に、ローム

粒((】EO5～10mm)を部分釣に含む。

－－－－－－－－－－ 
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第22図第１号竪穴状遺構

第５号土坑(第24図）

位置一ａ区最北部のAp-18グリッドに位置する。また南側で第６．８号土坑に隣接する。重複関係

一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一西半部が調査区外にあるため全体の規模や形状は不明

であるが､現状で短軸約114cmを測り、平面形は不整形を呈すると見られる。底面は２段に掘り込まれ、

深さは上段で約33cm、下段で約66cmを測る。遺物一なし。

第６号土坑(第24図）

位置一ａ区北側のＡｒ-18～19グリッドに位置する。また北側で第５．８号土坑に、南側で第７号土

坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一褐色土を基調とする。規

模・形状一長袖277ｃｍ・短軸263cmを測り、平ini形は不繁形を呈する。深さは約71cmを測り、断ini形は

皿状を呈する。遺物一なし。備考一本土坑はその形状や覆土から倒木痕と考えられる。

第７号土坑(第24図）

位置一ａ区北側のＡｒ-19グリッドに位置する。また北側で第６号土坑に、南側で第９号土坑にそれ

ぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色土及び褐色土を基調とし、

自然堆菰を呈する。規模・形状一長輔194ｃｍ・短軸126cmを測り、平面形は、開口部は楕円形を、底面

は中央部が若干括れた隅丸長方形を呈する。深さは約126cmを測り、断面形は箱状を呈する。底面はほ

ぼ平坦である。遺物一なし。備考一本土坑はその形状や覆土から陥し穴と考えられる。

第８号土坑(第24図）

位置一ａ区北側西壁際のAq-18グリッドに位置する。また北側で第５号土坑に、南側で第６号土坑

にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一西半部が調査区外にあ

るため全体の規模や形状は不明であるが、現状で短軸約66cmを測り、平面形は不整形を呈すと見られ

る。底面は２段に掘り込まれ、深さは上段で約35cnl、下段で約53cmを測り、東壁はオーバーハングす

る。遺物一なし。

3７ 
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第２号土坑土層脱明(Ａ・Ａ'）

１黒色上：締まりあり。

２黒褐色士：締まりあワ。ローム位を多段に含む。
３黒褐色ｔ：締まりあり。ロームプロックを含む。

Ｉ暗褐色土：締まりあり直ｒブームプロック主体。

５暗褐色上：やや砂蘭。締まりなし。

６暗褐色上；４mfに類するが、ロームプロソクのｍＩｋ４腓より少ない。
７飴禍色士：６，増に類するが、Ｉ鐸りがあり、若干ローム枕を含む。
８褐色土二壁の崩落士。

P.Ｌ雲252.10コ

第１号土坑二十巴鵡明(Ａ・Ａ１
１厩色上

２濁色ｔ：ＹＰを含む巨人をロームプロソク。
３黒褐色士：やや色調膿い‐

Ｉ褐色上：やや軟蘭。

５用担伍＋

６典褐色土：若干ロームプロックを含む。
７黒色土

８鏑褐色土：ローム粒・『j一人ブロックを含む。

９羽褐色土：ロームプ『ルノク・異司マク上を含む。

10褐色土：軟蘭ｅ締妻Dだし。Ｂ1J混じ，のローム．

１１褐色上：ロームプロック。

１２褐色上：９欄に類するが、９１Mよりやや締まりなし。

１３黒褐色上：ローム位を含む。

１４割色上：ロームプロソク主体。

１５褐色士：ロームプロツク・翼ポク上プリノクを含む。
１６箔褐色土；ロームプロソクを多旦に含む③

1丁褐色上：１４唇に類するが、黒ポク土をやや含む。

第４号土坑
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第４号土坑上層脱明(Ａ・Ａ１

１黒褐色ｔ：袴まりあり。

２暗褐色士：籍まりあり。ローム位を含む。

３暗褐色士：締まりあワ。ローム位・ロームプロックを含ｌＬ
４褐色上：壁の崩落上。

▲
■
二

▲
■
べ

＜８ ６－ 

第３号土坑土居醗明(Ａ・Ａ

ｌ黒色士：締まりあり

２黒褐色上：締まりあり

３暗褐色上：締まりあり

４暗褐色上：ロームプロ

３蔚褐色土：ローム鮒を

６亀褐色上：ローム位｡

７黒褐色ｔ：砂爾。やや

Ｓ褐色士：壁崩落士。

:締まりあり。『ルーム粒を含む。

:締まりあり。ローム枕･ロームプロソクを含む蓮

：ロームプロック主体。

：ローム鮒を多H1に含rrが、ロームプロソク6ｔ含まない。
：ローム位・ロームプTﾙﾉｸを含む。

:砂爾。やや締まりなし。若干ローム粒を含む。
:壁崩落士。

Ｚ 
０ ２ｍ 

P､１=251,2C'、

第23図第】～４号土坑
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第９号土坑
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第９号土坑土Ｎｉ説明(Ａ・ＡＰ）

１黒掲色土：締まりあり。lti性なし。白色・黄色粒子（征0-5～

２ｍ）を全体に、褐色士プ｢』ツク〔{￥３ｍ〕を部分的

に含む。

２黒褐色上：締まりあり。粘性厳し。白色・黄色粒子(艀0-5～５

ｍｍ)を全体的に多趾に、ロームプロック（径７ｍ

以下）を部分的に、それぞれ含む。

３黒褐色七二締まりあり。粘性だし。白色・黄色粒子(径0-5～

５mm)を全体に､棯色域子(征0.5～２mm)を少以含む。

４鴎褐色上：締まりあり。粘性なし。白色・黄色粒子（径0.5～

１０mm）を多旦に、褐色土を下幡に含む。

５櫛色士二締まりあり。粘性jhfし。白色・黄色牧子(径ｑ５～

３mm〕を多里に含み、６愚を下厨に含む。

６褐色土：締まりあり。粘性なし。ローム及び白色・黄色粒子

（径ｑ５～５mm)を多及に、部分的に２層・４屑が

斑に含まれろ。

第７号土坑十屠貯明(Ａ・Ａ）
１黒褐色上：締まりややあり。粘性なし。ローム粒(l\0.5～２mm〕及び白色粒（径

0.5～２Lm)、赤色粒子(径ｑ５ｍｍ・スゴリアか？）をそれぞれ少股ずつ

全体に含む。

２黒褐色上：精まりややJjD。粘性なし。Ｔｊ－ム鞄(催ｑ５～５mm)を全体に、ローム

プロツク(径５～10mm〕及び端褐色土(径10～20mm）・白色粒子(径0.5～

１mm)をモオしぞｊＬ少ＨＬ赤色位Ⅳ径ｑ５～１ｍｍ〕を微１１に含む。

３謡褐色土古締まりあり。粘性なし。ロームプロック(径５～30”)及びローム粒を
多趣に、白色粒子(径0.5～２mm)を少敗に全体に含む。

４晴褐色ｔ：締まりややあり。鮎性鞍し。ローム位(径05～５mm)及びロームプロック

（径５～10ｍ)を多Htに、白色粒子（径P､5～２，'､〕を少量に全体に含む。

５鰭褐色士ｒ締まりややあり。粘性なし。ローム粒子(径0.5～５ｍ)及びローム

プロック(径0.5～30ｺ､)、白色粒子(径0-5～３mm〕をそｵLぞれ少、全体

トー含む。

６暗褐色上：締まり・粘性ボし。ローム粒(1\0-5～５ｍ)をブロック状に令体に、

ロームプロック(径５～100ｍ)を下位に少牡、白色粒ｒ(径１～３ｍ）

を少量全休に含む。

了靖褐色上：締まりややあり。粘性Jhfし。ローム位をプロソク状に全体に、ローム

プロック(iF20～30ｍ)及び白色粒げ（径１～３束､）を少量含む。

８暗褐色士：やや締まりあり。粘性なし。ブロック状のローム位を全体に、ロームプロック

（(\30～50ｍ)をｒ軒に少蛾、白色粒子(径１～５ｍ)を少量含む。

９褐色土：締まりあり。粘性鞍し。ロームプロック主体で、端褐色士を少且含む。
10褐色上：締まりややあり。粘性だし。ロームプロック主体で、部分的に鯖褐色土を

含み、白色粒子（征】～３mm）を少NH含む。

１１褐色士：締まりなし。粘性あり。白伍粘土化したロームプロック主体で、鼠色牧子

（i20.5～３ｍ)を余体に、黒褐色上ブロックを少量含む。ローム枕(径５
ｍ)が部分的に斑点状に純士っている。

１２褐色土：締まりややなし。粘性あり。白色粘士化したロームを主体とする。斑点状
に純まったローム粒(径５，前後)及び少H1の黒褐色上ブロックを部分的に

含む。

]３黒褐色上：締まりなし。粘性あり。鰯掲色士が主体。Uj-ﾑｷｾを上岡にブロック状に

含む。白色粒子(径0.5～３mm〕を少Ｈ含む。 ２『、０ 

第24図第５～９号止坑
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第９号土坑(第24図）

位置一ａ区北側のAt-18グリッドに位置する。また北側で第７号土坑に、南側で第１号土坑にそれ

ぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一黒褐色土及び褐色上を基調とし、

自然堆積を呈する。規模・形状一長軸189ｃｍ・短軸107cmを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは約

46cmを測り、断面形は箱状を呈する。断面図より、東壁付近に若干の底面の高まりが看取される。遺

物一なし。

第10号土坑(第25図）

位置一ａ区北側のＢａ-20グリッドに位置する。また西側で第１号土坑に隣接する｡重複関係一なし。

遺存状態一良好である。覆土一暗褐色士及び褐色土を基調とし、自然堆積を呈する。規模･形状一長

軸167ｃｍ・短軸97cmを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは約42cmを測り、断面形は箱状を呈する。

遺物一なし。

第11号土坑(第25図）

位置一ｃ区最北部のＣｐ－４グリッドに位置する。また南東部で第１号竪穴状遺構に隣接する。重複

関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色土及び褐色上を基調とし、自然堆穣を呈する。

規模．形状一長輔157ｃｍ・短軸104cmを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは約50cmを測り、断ihi形

は箱状を呈する。遺物一なし。

第12号土坑(第25図）

位置一ｃ区中央部のＣｑ－４グリッドに位置する。また北側で第１号竪穴状遺構に、南側で第13.15

号土坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一長軸87ｃｍ・短軸

35cmを測り、平illi形は不整形を呈する。底面は２段に掘り込まれ、上段で深さ１０～17cm、下段で36ｃｍ

を測る。遺物一なし。

第13号土坑(第25図）

位置一ｃ区中央部東壁際のＣｑ－５グリッドに位置する。また北西部で第１号竪穴状遺構及び第１2号

土坑に、西側で第'5号土坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模．形

状一雨東部が調査区外にあるため全体の規模や形状は不明だが、径37cmほどの円形を呈するものと考

えられ、深さは約11cmを測る。遺物一なし。

第14号土坑(第25図）

位置一ｃ区最南部のCr～Cs－４グリッドに位置する。また北東方向で第13.15号土坑に隣接する。

重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色土を基調とし、自然堆菰を呈する。規模・

形状一長軸18`1ｃｍ・短軸107ｃｍを測り、平面形は北東壁の張った楕''1形を呈する。深さは最深部で42ｃｍ

を測り、断面形は皿状を呈する。遺物一なし。

第15号土坑(第25図）

位置一ｃ区中央部東側のＣｑ－５グリッドに位置する。また北側で第１号竪穴状遺構及び第１2号土坑

に、東側で第13号士坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模･形状一径

－４０－ 
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第10号土坑土屈説明(Ａ・（）

１鼠褐色上：締まりあり。1Ｍt厳し。白色・黄色

粒子(径0.5～５mm〕を全体に含む。

２鑑褐色士：締まりあり。粘性なし。白色・黄色

粒子(径0.5～３mm)を全体に含む(黄

色粒子の方が多い)。ロームがIMT分的

に浮いている。

３暗褐色上：締まりあり。粘性なし。白色・黄色

位ｆ(径0-5～Sun)を全体Iご含み、

下騎にロームをブロック状に含む。

↓褐色上：袴よりあり。粘性なし。ローム及び

黄色粒子(径0,5～５mm〕を多量に､白

色粒子(径０３～１，u､〕を少量含む。

５褐色土：締まりあり｡粘性鞍し｡ロームを主体

とし、黄色粒子〔径ｌ～２ｍ)を多ＨＲ

Ｉｇ､｢l色粒子(径１～２mm)を少避含む。

部分的に上位の土翻が辻んでいる。

第11号土坑士■醍明(Ａ・Ａ,）

ｌ黒褐色上：締まりややなし｡粘性なし｡白色･黄色粒子(径05～３m『)及び少1Aの｢１－ム粒(径05～２
ｍｍ〕を全体Iﾆ含む。

２暗褐色土：締まりややなし。砧tfなし。白色･黄色泣子(I了0.5～３０u､〕を多量に、ローム粒(径０５～1
ｍｍ〕を少HRそjLぞれ全体ﾄｰ含む。

３晴褐色上：締まりあり。賎性雄し。白色・黄色牧子(径ｑ５～５ｍ)を２冊より多量に、ローム粒(径
0,5～２ｍ)を全休に含む。

４暗褐色上；締まりあり。鮒性なし。部分的にブロック状に瑳積した白色･黄色位子(径0-5～ＩＥｉｗ)及
びローム粒(径0.5～３ｍ)を少且含む。

５暗褐色上：締まりあり。粘性なし。ローム粒(lYO-5～３mm)及び多殴の白色.黄色粒子(径０５～４mm〕
を全体に含む。

６暗褐色ｔ：締まりあり。粘性なし。ローム位(径0.5～３ｍ)及び白色・黄色粒子(径0.5～１ｍ)を多
股に、赤色他子((V0.5～３ｍ)を極少及含Ｃ゛

丁躍褐色上：袴より｣らり。粘性なし。ローム主19.。ローム粒(径05～５r､〕及び白色・黄色粒子(径０．
５～４mm)を多量に、赤色粒子(径0.5～１mm、スコリアか？）を穫徽笠に含む。

８暗褐色上：締まりあり。粘性征し・ロームを多く含む筒。部分的にブロック状に霊ＩＭＩしたローム粒
（(fq5～５mm)及び白色・黄色粒子(径ｑ５～３ｍ)を多Ｈ１に含む。

９褐色上：締まりややなし。Wittなし。ロームがブロック状に堆積しているthf・白色．黄色粒子
（径０５～３m,､)を少旺、暗褐色士をl;Ｔ含む。

１０褐色士：締まりあり｡粘住なし｡多及の白色柁子(樫0-5～１ｍｍ〕及び少量の黄色種（径0.5～３ｍ）
を含むローム主体の土Rfa

11褐色士：締主りあり。粘性なし。ブロック状のローム枕が全体的に壌洩している。白色・黄色粒
子（径０５～３画）を少丑、昭褐色上を若干含む。

ニノマ
第14号土坑

第148土坑土屠雌調〔Ａ・Ａ'）

１諸褐色土：ローム位(径0-5～10mm〕を少Ｈ、白色・黄色位ｒ(径0.5～２ｍ)を微１１，藻分的に赤褐色
上を斑点状に含む。

２暗掛色土：締まり・粘性なし。ローム粒(ｌｍ５～20ｍ)を少H1、白色・黄色粒子(径0,5～２m､)を微
、、部分的'二赤褐色の上岡を斑点状に含む（１層より少型)。

３曙褐色士目締まり・粘性なし。ローム粒(径0.5～20回)を全体に、白色・黄色粒子(径0.5～３面)を

微且含む。ヒロに赤褐色土を斑点状に含む。
４噸褐色土：締まり･粘性なし。uj-人粒(径0.5～】0ｍ)を多ＨＬロームプロック(径１～３cm)及び白

色・黄色粒子(ｉＦＯ５～３ｍ)を少量、上層に赤褐色上を斑点状に含む。

５暗褐色土：やや灰色味を帯びる。締まりややなし。粘性なし。ローム粒(征0-5～３ｍ〕を多量、灰色
がかったロームプロック(征３～５[､)やｋＷには赤褐色上を少量．白色･黄色粒子(ly０．
５～２ｍ)を微量含む。

６褐色士：色調やや略い゜締まりあり。粘性なし。ロームプロック主体。白色･黄色粒子(径0.5～５

ｍ、軽石)を多ｎ、赤掲色上を斑点状に少且t含んだ諸褐色士(締まり･粘性なし〕を少量含
む。
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第25図第10～18号土坑
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70cmほどを測り、平ini形は円形を呈する。深さは約８cmを測る。遺物一なし。

第16号土坑(第25図）

位置一ｂ区中央部東壁際のCf-10グリッドに位置する。周辺では遺構は検出されておらず、単独で

占地する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模･形状一東側約］／３ほどが調査区外にある

ため全体の規模や形状は不明だが、径270cmほどの円形を呈すると考えられる。深さは約64ｃｍを測り、

断面形は箱状を呈する。底面はほぼ平坦で､北側から南側に向かって蒋干の傾斜が看取される。遺物

一土坑中央部から北壁にかけて、大型の自然礫数個が検出された。

第17号土坑(第25図）

位置一ａ区南側西壁際のBs-l2グリッドに位置する。また東側で第18号土坑に、南側で第25号土坑

にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一西半部が調査区外にあ

るため全体の規模や形状は不明だが､長輔200cnlほどの楕円形を呈するものであろうか。深さ及び断面

形は不明である。遺物一なし。

第18号土坑(第25図）

位置一ａ区南側東壁寄りのBt-l4～15グリッドに位置する。また西側で第17号土坑に隣接する。重

複関係一なし。遺存状態一良好である。規模･形状一長輔106ｃｍ･短軸78cmを測り、平面形は隅丸長方

形を呈する。深さ及び断面形は不明である。遺物一なし。

第19号土坑(第26図）

位置一ａ区南側東壁寄りのBq-16グリッドに位置する。また北側で第20号士坑に隣接する。重複関

係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一長軸227ｃｍ・短軸137cmを測り、平面形は不整楕円形

を呈する。底面は２段に掘り込まれ、上段で深さ37cmほど、￣卜段で53ｃｍほどを測り、下段の底面の平

面形は三日月形を呈する。また下段の底面はほぼ平坦で、底､i中央部及び西壁寄りのところで長輔方

向に列んだ２基のピットが検出された。いずれのピットも径10～12ｃｍ・深さ12cmほどを測る。遺物

一なし。

第20号土坑(第26図）

位置一ａ区南側中央部寄りのBp-16グリッドに位置する。また南側で第19号士坑に隣接する。重複

関係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一長軸57ｃｍ・短軸45cmを測り、平面形は南壁の張っ

た楕円形を呈する。深さ及び断面形は不明である。遺物一なし。

第21号土坑(第26図）

位置一ａ区中央部南側のBn-15グリッドに位置する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。覆

土一暗褐色上を基調とし、自然堆積を呈する。規模･形状一長軸162ｃｍ･短軸100cmを測り、平面形は、

開ｎ部が北西壁の張った楕円形を、底面は隅丸長方形を呈する。深さは約118cmを測り、断面形は箱状

を呈する。底iniはほぼ平坦で、中央部にて径16ｃｍ・深さ36cmほどを測るピット１基が検出された。遺

物一なし。備考一本士坑はその形状や覆土から陥し穴と考えられる。

4２ 



第21号土坑土培脱明〔Ａ・Ａ.）

ｌ黒褐色士：締まりあり。粘性なし。ローム枕(径0-5～５０血)及び白色・黄色泣子(禅
05～３mm、鱒石？）を少殴、ロームプロツク(径１～L5tm〕を微及含む。

２黒褐色上：締まりあり。粘性JPL。白色・黄色腫八催0-5～３nm)を少量、ローム粒
を微1Aに含む。

３黒褐色上：締まりあり。粘性缶し。ローム粒(径0.5～５画)を及び白色・黄色位子(径
０５～３mm)を少H1、ロームプロソク(径３～】O二m)を微0A含む。

Ｉ黒褐色士：締まりあり。粘性なし。ローム枕(径０５～３Ｚ､)及び白色・黄色拉子(径
0-5～３nm)を少Ｈ含む〔1軒から３冊より少ない)。

５賭褐色士二締まりあり。粘性なし。白色・黄色鞄子(径０３～２，７)を少股、ローム鞄
（征0-5～２ｍ)及び投色粒八怪05～lnm、スコIノア？）を磁及に含む。

６昭褐色土：締まりあり。粘性なし。ローム粒(径0.5～３mm〕及び白色・黄色粒子(径
0-5～２ｍ)を少量、ロームプロック(径ｌ～L5mm)を微且含む。

７錆褐色上：締まりあり。粘性だし。ローム位(径0.5～10mm)及び白色・萸色粒子(径
0.5～３画)を多Ｍ、ＴＪ－ムプロツク(径ｋ､)を侭8Aに含む。

８錆褐色士：締まりあり。粘性鞍し。ローム枕(径0.3～３mm〕を多ｈＬロームプ『ルノク
（征lに､〕及び白色・黄色位Ⅳ径0.5～1mm〕毎徽旦に含む｡

９晴掲色上：締まりあり。Ｗｉ性あり。ローム位(径0,5～５mm)ﾉﾕび白色・黄色粒子(径
砧～３ｍ)を少映、桧色枕子(径05～３mm)を微趾に含む。

１０暗縛色土：締まりあり。粘性なし。ローム枕(径0.;～５ｍ)をgHt、白色･黄色純子(径
0コ

～３mm)を微H1に含む。

１１昭褐色ｔ：締まりあり。粘性なし。ローム粒(i\05～３mm)を少蛍．白色･黄色位パイ￥
0.5～２ｍｍ)を微量に含む。

１２賠鴻色士：締まりあり。粘性なし。ローム粒(篠05～５mm)を多量、ロームプロソク

（僻１～２ｍ〕を少量、白色・黄色位fK(ivO-5～２ｍ)を織且に含む。
１３暗褐色土：締まりあり。粘性なし。部分的に純よったローム枕(艀０３－５噸)そ多趣、

ロームプロック(径１～Ｌ５に､)及び白色・黄色粒（征0.5～５ｍ)を微旦
に含む。

１４略櫛色土：締まりあり。粘性なし。ローム枕(径0-5～５ｍ)を多21、ロームプTルノク
（(基］～５ｍ)を少､Ｌ白色・黄色拉子(i\0.5～２mm〕及び錺伍肺「(征0
５～２画)を微Ｈに含む。

１５暗褐色上：締まりあり。*li性方Fし。銘分的に範まったローム位(径０５～５ｍ)を多H1、
ロームプロソク(径５～10ｍ)及び白色・黄色粒子(径05～３ｍ>を少Ｗｌ
に含む。

１６暗褐色士＋褐色ｆ二締まりあり。粘性なし。白色・黄色鞄子(径ｑ５～３画)を少量含

むローームプロックを多量、ローム粒(桴05～３nm)を少量含む。
１７暗褐色土：締まりあり。粘性だし。ローム粒(径0-5～５ｍ〕を多旦、白色・黄色粒子

（ｉＴＯ５～３画)を少薮、ロームプロック(催５～６口､)を微量に含む。
１８暗褐色ｔ：締まりあり。粘性なし。ローム粒(ifO-5～５ｍ〕を多量、ロームプロック

（征ｌ～３，１>及び白色・黄色位八径05～３mm)を少且含む。

１９暗褐色上＋褐色±二締まりあり。粘性なし。ローム位(怪０５～５コ)を多旦、白色・
黄色拉子(艀0.5～２mm)を少量含む。

２０暗褐色上：締まりあり。粘性鞍し。ローム鞄(篠03～３mm〕を少量、白色・黄色粒子
（径0.5～３ｋm)を織遇含む。

２１暗褐色土：締まりあり。粘性おし。ローム粒(径0,5～３in､)を少0k(20岡より多い〕、
白色・黄色位子(i70-5～３mm)畳藏』l含む。

幻暗褐色上十褐色上：締まりあり。Ｗｊ性征し。ローム粒(径0.5～５巾､)を多段、白色・
黄色位汀迂0.5～２mm〕を織旦含む。

２３暗褐色士：やや灰色味を帯びた土牌，締まりあり。粘性なし。ローム位(径0.5～５

ｍ)を多量、白色・黄色粒子(径0.5～２mm)を少Ｈ含む。
２１繭褐色土：締まりあり。粘性ｊifし。ローム粒(径0,5～５mm)を少nt、ロームプロソク

（径ｌ～３ｃｍ)及び白色・黄色粒子(径ｑ５～３mm)を微11念じ。
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第26図第19～23号土坑
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第24号土坑ナ区塒明〔Ａ・Ａ'）

１暗褐色士：締まりあり。粘性なし。白色・黄色牧子(径0.5～３ｍ)を多ｎ、ローム粒(征０５～１ｍ)を少量含む。

２暗褐色ｔ：締まりあり。粘性上山。ローム位(径0.5～１ｍｍ)及び白色・黄色粒子(径0.5～２mm)を少､l合い

３暗褐色土：締まりややなし。粘性なし。ローム鞄(律05～５ｍ〉及び白色・黄色粒打径0,5～２m口)を少量含む。
４鯖褐色上：締まりあり鯵粘性なし。白色・黄色位子(征ｑ５～５｢薊)を多量に含んだロームプロックを多量に含む。

第25号土坑十四瞳調い｡Ａ,）

１暗褐色士：締まりややなし。粘性なし。ローム位を斑点状に多Htに、白色・黄色粒子(径0.5～２mm)を少量に、
ロームプロック(径lrn)を微量に含む。

２暗褐色士：締まりややあり。粘性なし。斑点状に混じ--’たい－ム粒及びロームプロック（径１ｍ〕を】時より
多段に、白色・黄色位子(径0.5～２mm)を少且含む。

３黒褐色土：締まりややあり。粘性なし倉ローム枕((V0.5～５ｍ)を全体ﾄｰ含む。
４暗褐色上＋褐色上：締まり・粘性なし。い－人位を多且に含む。

５黒褐色上：締まりあり。粘性なし。ローム泣八径0,ヌー３１mⅢ)を少量含む。

６暗褐色士二締まりあり。粘性底し。ローム種(径0,5～５mm)を多量、白色・黄色粒子(径0-5～５mm〕を少旦、
ロームプロック(径１～２ｍ)を微量含む。

７暗褐色上：締まりややなし。粘性なし。ローム他子を多田、白色・黄色種子(征05～５ｍ)を微叺含む。
８扇褐色上：締まりややなし。粘住牡し。ローム粒子を多1A、ロームプロック(径２～０ｍ)を少量．白色・黄色

粒子(径0-5～２”)を微Witfo

9褐色ｔ：締まり・粘性なし。白色・黄色粒爪径０５～１ｍｍ)を少量含tf。
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第27図第２４．２５号土坑

第22号土坑(第26図）

位置一ａ区中央部東壁際のBl-18グリッドに位置する。また北側で第24号土坑に、西側で第23号土

坑にそれぞれ隣接する。重複関係一なし。遺存状態一良好である。規模・形状一土坑東側が調査区外

にあるため全体の規模や形状は不[ﾘjだが､長軸約500cmを測り、平面形は不藻形を呈するものと見られ

る。底面は２段に掘り込まれ、上下段とも底irIiには凹凸が見られる。深さは上段で４～28cm、下段の

最深部で81cmを測る。遺物一なし。備考一本士坑はその形状から倒木痕と考えられる。

第23号土坑(第26図）

位置一ａ区中央部のBl-l7グリッドに位置する。また東側で第22号土坑に隣接する。重複関係一な

し。遺存状態一良好である。規模・形状一平面形は不整形を呈し、不整形の士坑２基を連結したよう

な形状を呈する。長軸280ｃｍ・短軸68～148cmを測る。深さは22cmほどで、底iniにはかなりの凹凸が見

られ、断面形は不整形を呈する。遺物一なし。備考一本士坑はその形状から倒木痕と考えられる。

第24号土坑(第27図）

位置一ａ区中央部のＢｋ-18グリッドに位置する。また南側で第22.23号土坑に隣接する。重複関係

一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色上を基調とし、自然堆積を呈する。規模・形状一長

軸105cm･短軸72cmを測り、平面形は北東隅の張った隅丸長方形を呈する。深さは26cmを測り、断面形

はｍ状を呈する。遺物一なし。

第25号土坑(第27図）

位置一ａ区最南部、南西壁際のCa-l2グリッドに位置する。また北側で第17号土坑に隣接する。重

複関係一なし。遺存状態一良好である。覆土一暗褐色上及び黒褐色上を基調とし、自然堆積を呈す

る。規模．形状一士坑西側が調査区外にあるため全体の形状は不lﾘjであるが、長軸96cmほどの不整楕
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円形を呈するとみらｵしる。深さは21cmを測り、断面形はHll状を呈する。遺物一なし。

第５筋まとめ

鼻毛石鎌田Ⅱ遺跡及び同ⅡI遺跡の調査では、縄文時代の住居杜や土坑、そして縄文時代の遺物包含

層等が検出された。

鼻毛石鎌田II遺跡は、早期～後期にかけての資料が出土しており、この間断続的ながらもこの地域

で生活が営まれていたことが推測される。そして中期後半～末葉に集落としての最盛期を迎えたと考

えられ、住居牡も検出されている。この住居牝は出土遺物こそ少ないものの、炉体土器から加曽利Ｅ

Ｉ式期の住居九ｔと考えられる。現在のところ村内では該期の集落は検出されていないが、包含層出土

遺物で第14図22や同図23などをはじめとして、加曽利ＥＩ～EII式に比定される遺物が多く検出され

ていることから、隣接する地域に集落の中心部が存在することも想定される。そして南方800ｍ程のと

ころで中期前半～中葉の環状集落である鼻毛石中山遺跡が存在することから、中期全般にわたって神

沢111右岸の地域を生活域として活発に利用していたことが窺える。

また包含層出土遺物で注目されるのは、早期中葉・[n戸上層式併行期の土器(第13図ｌ～３)の出土

で、本村では初見の資料である。県内でも該期の資料の出土事例が少なく、貴重な資料となろう。

鼻毛石鎌田H1遺跡で検出された土坑には、所謂「陥し穴状土坑」が含まれており、第２～４．７．

２１号士坑がこれに当たる。平面形としては楕円形ないし隅丸長方形を呈し、底面中央にピットを１基

持つものが多い。陥し穴状土坑は、苗ヶ島大畑遺跡や柏倉遺跡群で多量に検出されており、標高400ｍ

前後の台地上に濃密に分布し、陥し穴猟を目的として活発に利用されていたことが判明しつつある。

しかし今回の調査により、標高250ｍ以下の、比較的標高の低い場所で陥し穴状土坑が検出され、周辺

でも、胤毛石赤坂Ｉ遺跡や鼻毛石中山遺跡などで検出されていることから、標高550ｍ以下の山麓部全

域が、陥し穴猟を目的とした利川が活発になされていたことが窺える。また、鼻毛石赤坂Ｉ遺跡や鼻

毛石鎌、1.111遺跡、鼻毛石中山遺跡などの神沢111右岸に立地する遺跡で検出されるのは、楕円形や

隅丸長方形を基本とする陥し穴状土坑のみで、所謂「Ｔピット」と呼ばれる長楕円形を呈する土坑は

検出されていない。村内で、「Ｔピット」は苗ヶ島大畑遺跡や同Ｕ遺跡などの高標高の場所で検出され

ているだけでなく、市之関吉ヶ沢遺跡など低標高の場所でも検出されている。このため一概に標高差

に起因するとは言えない。細野氏は、「台地の広さ」や「平坦面か傾斜地か｣、「水系までの距離」など

を陥し穴を構築する際の要因として挙げているものの(細野1994)、未だ不明な点も多く、その選択性

については今後の課題となろう。

引用・参考文献

細野高伯１９９４「赤城山南麓の陥し穴について」「ｉｆ１ヶ島大畑遺跡」宮城村教育委倒会
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第５章自然科学分析

宮城村鼻毛石鎌田遺跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

１．鼻毛石鎌田ji:i跡の地質とテフラ

１．はじめに

赤城山南麓荒砥川扇状地とに位置する鼻毛石鎌田遺跡の発掘調査では、火山灰土の良好な土層断面

が作成された。そこで地質調査を行って上層の層序を記載するとともに、テフラ組成分析を合わせて

行い、土層の層位や形成年代さらにその形成要因に関する資料を収集することになった。調査分析の

対象となった地点は、地点①および地点②の２地点である。

２．土層層序

（１）地点①

ここでは、荒砥111扇状地を覆う火山灰土（いわゆるローム層）をよく観察することができた。この

地点では、下位より灰色砂礫層(層厚20cm以上，礫の最大径320ｍ)、礫混じり褐色砂質土(層厚28cm)、

燈色軽石層（層厚５cm，軽石の最大径６ｍ)、灰褐色土（層厚８cm)、成層したテフラ層（層厚4.7cm)、

褐色土（層厚13cm)、橿色軽石層（層厚４cm，軽石の最大径４ｍ)、褐色士（層厚７(､)、褐色上（層厚

15cm)、黄白色軽石に富む褐色上(層厚16cm，軽石の最大径４ｍ)、黄色軽石混じり褐色上(層厚11cm，

軽石の最大径５ｍ)、黄色軽石に富む褐色上（層厚７cm，軽石の最大径８mm)、暗灰色土（層厚11cm)、

暗褐色土（層厚15cm)、褐色士（層厚21cm，いわゆる淡褐色上)、黒褐色士（層厚14cm)、黄色軽石に富

む黒色士（層厚９cm，軽石の最大径３ｍ)、作土（層厚18cm）が認められた（第28図)。

これらの士層のうち、最下位の灰色砂礫層は、荒砥川扇状地を構成する堆積物の最上部に相当する

と考えられる。成層したテフラ層は、下部の燈褐色細粒火１１１灰層（層厚0.7cm）と上部の黒灰色粗粒火

'１１灰混じり榿色軽石層（層厚４cm）から構成される。このテフラを含む下位の３層のテフラ層は、層

相などから約1.9-2.4万年前鼈'に浅間火山から噴}})した浅間板鼻褐色軽石群（As-BPGroup，新井，

1962，早田，未公表資料）に由来すると考えられる。その上位の黄白色軽石は、層位や岩相などから

約1.8万年前憲'に浅間火１１１から噴出した浅間白糸軽石(Ａｓ､Sr，町田ほか，1984)、または1.7万年前瀬'に

筏間火１１１から噴出した浅間大窪沢第１軽石(AsOkl，中沢ほか，1984，町田･新井，1992，早田，1994）

に由来すると考えられる。その上位の黄色軽石は、層位や岩相などから約1.3-1.4万年前零'に浅間火山

から噴出した浅間板鼻黄色軽石（Ａｓ・ＹＰ，新井，1984,町[11･新井，1992）に由来すると考えられる。

さらに上位より２眉目の黄色軽石は、岩相から３世紀終末～４世紀初頭に浅間火山から噴出した浅間

Ｃ軽石（ＡＳＣ，荒牧，1968，新井，1979,友廣，1988,若狭，2000）に由来すると考えられる。

（２）地点②

この地点では、荒砥111扇状地を構成する堆菰物と表層の黒土をよく観察することができた。ここで

観察できる堆積物は、下位より灰色土石流堆積物（層厚23cm以上，礫の最大径110ｍ)、黄褐色士（層

厚11cm)、礫混じり黄灰色シルト層（層厚17cm，礫の最大径13ｍ)、礫混じり黄白色砂質シルト層（層

厚11cm)、唖円礫混じり黄白色土（層厚15cm）よりなる（第29図)。
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その上位には、下位より黄白色土（層厚８cm)、成層したテフラ層（層厚16cm，１１層)、褐色土（層

厚16cm，10層)、暗褐色士(層厚９cm，９層)、黒褐色土(層厚24cm，８層)、黄白色粗粒火山灰混じり

黒褐色上(層厚21cm，７層)、黄白色粗粒火山灰混じり黒褐色上(層厚11cm，６層)、黄灰色上のブロッ

クを混じえる黄白色粗粒火山灰混じり褐色士（層厚16m１，５層)、黒褐色土（層厚８cm，４層)、黄色

軽石に富む黒褐色土(層厚16cm，軽石の最大径７，，，３ｃ層)、白色軽石混じり黒色上(層厚11cm，軽

石の最大径５７，，石質岩片の最大径２７，，３ｂ層)、黒色士（層厚12cm，３ａ層)、成層した火111灰層

（２層)、灰褐色士（層厚12cm)、暗褐色表土（層厚26cm，表土）が認められる。

２層の成層したテフラ層のうち下位のテフラ層（11層）は、下部の灰色粗粒火山灰層（層厚12cm）

と上部の成層した黄褐色細粒火111灰層からなる。このテフラ層は、層相からＡｓ－ＹＰに同定される。一

方、上位の成層したテフラ層（２層）は、下位より青灰色細粒火山灰層（層厚0.2cm)、黄色粗粒火山

灰層（層厚３cm)、桃色細粒火山灰層（層厚３cm）の組み合わせからなる。このテフラ層は、層相から

1108（天仁元）年に浅問火山から噴出した浅間Ｂテフラ（Ａｓ－Ｂ，荒牧，1968，新井，1979）に同定さ

れる。

また３ｃ層と３ｂ層中に含まれる軽石は、各々その岩相からＡＳＣおよび６世紀初頭に榛名火111か

ら噴出した榛名ニツ岳渋111テフラ(Hr-FA，新井，1979，坂口，1986,早出，1979，町田･新井，1992）

に由来すると考えられる。

３．テフラ組成分析

（１）分析試料と分析方法

地点②で認められた上下の士層と比較して若干色調の明るい土層（５層）は、淡色黒ポク上(早田，

1990）と呼ばれる上層である。この上層は赤城火山一帯のみならず、群馬県の平野部とその周辺で認

められる。それにも関わらず、その成因についてはまだ不明な点が多い。そこで火山ガラス比分析と

重鉱物組成分析を合わせたテフラ組成分析を行い、火１１１ガラスや重鉱物の組成の点から成因に関する

資料を収集することにした｡分析の対象とした試料は基本的に５cmごとに採取された土壌試料のうち、

ＡＳＣより下位の５cmおきの試料11点である。分析の手順は次の通りである。

１）試料l5gを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）80.Ｃで恒温乾燥。

４）分析筋により１／４－１／８mmの粒子を筋別。

５）250粒子について偏光顕微鏡下で観察し、火１１１ガラスの形態別組成を求める（火１１１ガラス比分析)。

６）重鉱物250粒子について偏光顕微鏡下で観察し、重鉱物組成を求める（重鉱物組成分析)。

（２）分析結果

地点②における分析結果について、テフラ組成ダイヤグラムを第30図に、火山ガラス比分析と重鉱

物組成分析の内訳を第５表および第６表に各々示す。火山ガラスでは、試料27には、とくに多くの中

間型ガラス（18.0％）と軽石型ガラス（12.0％）が認められる。これは、下位のＡｓ－ＹＰに[il来する可

能,性が大きい。一方、淡色黒ポク上の試料11でも中間型や軽石型ガラスが含まれているものの、その

火山ガラスの比率は上下の試料と比較して大きくない。

重鉱物組成では、淡色黒ポク土層準の試料11に斜方輝石（66.0％）や単斜輝石（20.0％）が比較的

多く含まれている。しかし、これについても上下の試料に比較してとくに違いは認められない。以上
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のことから、テフラ組成上、淡色黒ポク土の層準にとくに上下の試料と比較して大きな違いは認めら

れないようである。つまり淡色黒ポク土層準に、特徴的なテフラ粒子が多く含まれることはなく、淡

色黒ボク土がテフラの降灰により形成された痕跡は今回の分析では認められない。

４．小結

鼻毛石鎌田遺跡において、地質調査とテフラ組成分析を合わせて行った。その結果、下位より浅間

板鼻褐色軽石群（As-BPGroup，約1.9-2.4万年前叢り、筏間白糸軽石（Ａｓ､Sr，約1.8万年前）あるい

は浅間大窪沢第１軽石(AsOkl，約1.7万年前重り、浅間板鼻黄色軽石(Ａｓ･ＹＰ，約Ｌ3-1.4万年iiii態')、

浅間Ｃ軽石(Ａｓ－Ｃ，３世紀終末～４世紀初頭)、榛名ニツ岳渋lllテフラ（Hr-FA'６１U:紀初頭)、浅間

Ｂテフラ（ＡＳＢ，1108年)が認められた。地点②の淡色黒ポク上については、テフラ組成上、テフラ

の降灰に伴って形成されたという根拠は認められなかった。

。１放射性炭素（1℃）年代．
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第５表地点②の火山ガラス比分析ダイヤグラム

試料ｂｗｍｄｐｍその他合計
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第６表地点②の過鉱物組成ダイヤグラム

試料ｏｌｏｐｘｃｐｘｈｏｍｔその他合計
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11．鼻毛石鎌田遺跡の植物珪酸体分析

１．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸(ＳｉＯ２）が祷秋したものであり、植物が

枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分

析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古械生・古環境の推定などに応用されている（杉山，1987)。

２．試科

試料は、地点①で８点、地点②で13点の計21点が採取された。試料採取箇所を分析結果の柱状図に

示す。

３．分析法

植物珪酸体の抽出と定』jltは、プラント・オパール定jit分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順で

行った。

１）試料の絶乾（105℃・２４時'1(1)

２）試料約１９を秤量、ガラスビーズ添加（直径約`血、、約0.029）

※111子分折天秤により１万分の１９の糖度で秤jit

３）晒気炉灰化法による脱有機物処理

４）超音波による分散（300Ｗ・４２ＫＨｚ・１０分'１１)）

５）沈底法による微粒子（20ﾉ(111以下）除去、乾燥

６）封入剤（オイキット）【'１に分散、プレパラート作成

７）検鈍・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪駿体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で

行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精

査に相当する。試料１９あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の

比率をかけて、試料１９中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比砿と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あ

たりの植物体乾重、単位：10-sＲ）をかけて、単位而ii'【で層厚１cmあたりの植物体生産iiiを算出した。

４．分析結果

分析試料から検出された植物珪駿体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を第７表および第31.32図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

機動細胞111米：キビ族（ヒエlIllなど)、ヨシ風、ウシクサ族（ススキljlやチガヤ属など)、シバ属、

キビ族型、ウシクサ族型、ウシクサ族型(大型)、Ａタイプ、ネザサ節型（おもにメダケ風ネザサ節)、

クマザサ肌型（おもにクマザサ風)、タケ亜科（未分類等）

その他：表皮毛起源、棒状球酸体（おもに結合組織細胞由来)、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

多角形仮状（ブナ科コナラルliなど）

－５２－ 



（１）地点①（第31口）

八s､BPGroupの下位ｌｉＷ（試料８）からAs-YP直上IiW（試料ｌ）までの層準について分析を行った。

その結果、全体的にクマザサＩｌ１ｌｌｕが多量に検出された。とくに、AsBPGroup直上屑（試料５）では

密度が約22万個/ｇにも達しており、その上層からＡｓ､YPij8Ⅲ１（試料２）にかけて615万側/鷹前後と

極めて高い値である。おもな分頬群の推定生産萱（図の右側）によると、全体的にクマザサ凪烈が圧

倒的に卓越していることが分かる。

（２）地点②（第32図）

ＡｓＹＰの下層（試料13）から八s.Ｂ直下層（試料１）までの〃i準について分析を行った。その結果、

A＆.ＹＰ直下層（試料12）ではクマザサ属型が約12万個/ｇと多jitに検出された。As-YPir〔｣2の】Oﾙﾘ（試

料11）ではクマザサ属型が急激に減少し、かわってウシクサ族IlUが(1)現・増加している。９ル↑（試料

10）から７層（試料８）にかけてはウシクサ族型や棒状珠駿休が比較的多く検(}}され、クマザサ１国型

やウシクサ族（ススキ風など)、ヨシ属なども見られた。６Ⅳ１（試料７）から３ａ層（試料ｌ）にかけ

ては、ネザサ節型やウシクサ族型、棒状珪駿体が多逮に検Ⅱ}さルウシクサ族（ススキ胴など）やキ

ビ族型なども見られた。クマザサ風型はしだいに減少してほとんど見られなくなっている。３ａ層(試

料ｌ）および３ｂ層（試料２）では、キビ族（ヒエ風など）が少賦検出された。

おもな分類群の推定生産jI（（図の右側）によると、八s､ＹＩＤｒ(下瞬ではクマザサ属型が圧倒的に卓越

しており、６層より上位ではネザサ節型が優勢となっている。

５．植物珪酸体分析から推定される植生・環境

以上の結果から、鼻毛石鎌Il1jii跡における堆積当時のh(【４１１と鰯境について推定すると次のようであ

る。

波間板鼻褐色軽石群（八s.ＢＰ(iroup，約19-2.4万年前･'）の下層から浅間板鼻黄色経１『（ＡｓＹＰ，

約L3-Ll万年前馨')ii81iWにかけては、クマザサ属を主体としたイネ科植生が継続されていたと考えら

れとくにＡｓ､BPGroul)の『〔上陶からＡｓ､ＹＰ混層にかけてはクマザサ属が繁茂する状況であったと推

定される。

このように、最終氷期の｝ili寒冷期とされる約1.8万年前q､にクマザサ属のピークが見られる事例は、

糀鳴県内をはじめ関東周辺の他の遺跡でも一般に認められている(杉山ほか，1992)。クマザサ属は常

緑性であることから、大半の械物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカの亟要な食物となっ

ている（高槻，1992)。最も寒冷であった約1.8万年頃にクマザサ属が広い範囲で蔓iiiに存在したこと

は、当時の動物相を考える」２でも大きな意味を持っている。

Ａｓ・ＹＰより上層ではクマザサ風が急激に減少し、ススキ帆やチガヤ属、ヨシ属、『ンシクサ族型の給

源植物などが見られるようになったと考えられる。これらのl11i物は、日当りの悪い林床では生育が困

難であることから、当時の迦跡ﾉﾉｲ辺は森林で覆われたような状況ではなく比較的開かれた環境であっ

たと推定される。６層から波ｌ１１１Ｂテフラ（ＡＳＢ，1108ｲ|:)ii〔下ﾙｩの３ａ層にかけては、ネザサ節を主

体としてススキ属やチガヤルリiなども見られる草原植生が継続されたと推定される。

八s.Ｂ直下の３ａ層および樵名ニツ岳渋lllテフラ(IIT・ＦＡ，611t紀初頭)混の３ｂ屑では、キビ族(ヒ

エやアワなどが含まれる）が検出されたが、現時点ではこル>の栽培種とイヌピエやエノコログサな

どの野･雑草とを完全に識別するには至っていない（杉''１ほか，1988)。また、密度も1,000IMI/Ｒ未満

と低い値であることから、これらの層でヒエなどのキビ族械物が栽培されていた可能性は考えられる

－５３－ 



６のの、イヌビエなどの野・雑草である可能性も否定できない。

。l放射性炭素（l4C）年代．
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